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将来を担う新成人629人が誕生
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〜
夢
に
向
か
っ
て
〜

   

将
来
を
担
う
新
成
人
629
人
が
誕
生

　

去
る
一
月
八
日
に
文
化
体
育
館

に
お
い
て
、
南
あ
わ
じ
市
が
誕
生

し
て
初
め
て
の
成
人
式
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。
前
日
に
は
、
二
十

歳
の
サ
ミ
ッ
ト
を
開
催
し
、「
す

ば
ら
し
い
南
あ
わ
じ
市
に
住
み
続

け
た
い
」「
働
く
場
所
が
ほ
し
い
」

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

新
成
人
の
し
っ
か
り
し
た
意
見
に

感
心
し
、
初
心
に
返
っ
た
気
が
し

ま
す
。

　

ま
た
、
新
成
人
が
実
行
委
員
会

を
結
成
し
、
準
備
、
運
営
、
成
人

の
主
張
等
、
す
ば
ら
し
い
対
応
と

内
容
は
、
社
会
の
一
員
と
し
て
成

長
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
心
強
く
感

じ
ま
し
た
。

　

成
人
式
で
申
し
あ
げ
ま
し
た
一

部
を
記
載
い
た
し
ま
す
。

「
地
域
の
支
え
と
な
っ
て
根
ざ

し
て
く
だ
さ
い
。
ふ
る
さ
と
に
住

む
者
は
、
消
防
活
動
や
祭
礼
団
を

は
じ
め
各
種
分
野
で
活
躍
い
た
だ

き
な
が
ら
綿
綿
と
地
域
の
歴
史

を
つ
く
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
ま
ち
を
出
て
努
力
を

重
ね
る
方
は
、
ふ
る
さ
と
を
思

い
自
分
の
生
き
様
を
全
う
し
な
が

ら
、
影
に
日
向
に
ご
支
援
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
ド
イ
ツ
大
会

で
期
待
さ
れ
る
加
地
選
手
は
、
ふ

る
さ
と
に
勇
気
と
希
望
を
与
え
て

く
れ
て
お
り
ま
す
。

　

日
本
の
国
は
経
済
的
に
豊
か
な

国
で
あ
り
な
が
ら
、
国
内
に
活
力

が
失
わ
れ
て
き
て
い
る
と
言
わ
れ

ま
す
。
皆
さ
ん
の
心
の
中
に
、
夢

と
知
恵
と
元
気
を
芽
生
え
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
何
か
ら
で
も
始
め
て

く
だ
さ
い
。
動
け
ば
い
く
ら
か
の

成
果
が
生
ま
れ
て
き
ま
す
。
少
な

く
て
も
、
そ
こ
か
ら
教
訓
が
得
ら

れ
る
は
ず
で
す
。
い
つ
ま
で
も
ゼ

ロ
で
は
ゼ
ロ
で
す
。
正
に
『
千
里

の
道
も
一
歩
か
ら
』
の
心
境
か
ら

活
動
し
て
く
だ
さ
い
。

　

大
企
業
人
で
あ
っ
た
土ど

こ
う
と
し
お

光
敏
夫

氏
の
言
葉
に
『
火
種
が
強
け
れ
ば

青
草
だ
っ
て
燃
え
上
が
る
』
と
あ

り
ま
す
。

新
成
人
の
皆
さ
ん
、
ど
う
か

自
分
の
才
能
を
発
見
し
て
い
た
だ

き
、
人
間
と
し
て
も
充
実
感
を
持

て
る
二
十
代
は
、
挑
戦
と
忍
耐
、

吸
収
と
基
礎
づ
く
り
、
或
い
は
家

庭
づ
く
り
の
時
代
と
し
て
ご
活
躍

い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
」。

　

南
あ
わ
じ
市
の
初
め
て
の
成
人
式
が
一
月
八
日
、
南
あ
わ
じ
市

文
化
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、
六
百
二
十
九
人
が
成
人
の
仲
間
入
り

を
し
ま
し
た
。

新
成
人
に
よ
る
企
画

　

会
場
内
は
新
成
人
が
色
鮮
や
か

な
晴
れ
着
や
ス
ー
ツ
姿
に
身
を
包

み
、
華
や
い
だ
雰
囲
気
と
な
り
ま

し
た
。

　

今
回
の
成
人
式
は
、
応
募
に
よ

る
新
成
人
二
十
人
が
成
人
式
実
行

委
員
会
（
岸
上
直
生
委
員
長
）
を

組
織
し
、
企
画
、
運
営
を
協
議
し

準
備
を
進
め
ま
し
た
。

　

式
典
以
外
に
も
、
中
田
勝
久
市

長
と
の
意
見
交
換
「
二
十
歳
の
サ

ミ
ッ
ト
」、
十
本
の
桜
を
記
念
植
樹

す
る
「
二
十
歳
の
森
」、
ま
た
会
場

ロ
ビ
ー
に
は
、
小
学
校
四
年
（
十

歳
）
の
児
童
に
よ
る
「
二
分
の
一

成
人
」
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
展

示
や
「
二
十
歳
の
募
金
な
べ
」
な

ど
多
彩
な
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
な
ど

式
典
、
２
部
に
分
か
れ
て

　

第
一
部
の
式
典
で
は
、
同
会
副

委
員
長
の
森
勇
治
さ
ん
の
開
会
で

始
ま
り
、
国
歌
斉
唱
、
中
田
市
長

の
式
辞
、
来
賓
祝
辞
、
岸
上
委
員

長
の
謝
辞
、
日
本
ユ
ニ
セ
フ
へ
寄

付
金
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

続
く
第
二
部
は
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
シ
ョ
ー
で
幕
開
け
。
二
十
歳
の

主
張
で
は
、
新
成
人
代
表
五
人
が

決
意
を
語
り
、
中
学
時
代
の
恩
師

も
多
数
会
場
に
駆
け
つ
け
、「
こ

の
日
を
感
謝
し
て
し
っ
か
り
生
き

て
い
っ
て
く
だ
さ
い
」「
暖
か
い
家

庭
を
持
っ
て
何
年
後
か
に
い
い
父
、

母
と
な
っ
て
く
だ
さ
い
」
な
ど
と

お
祝
い
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

保
育
所
時
代
か
ら
小
中
学
校
時

代
の
写
真
が
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し

だ
さ
れ
、
思
い
で
の
シ
ー
ン
に
は

拍
手
が
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
は
、
南
あ
わ

じ
太
鼓
衆
「
甍
い
ら
か

」
に
よ
る
和
太
鼓

が
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。

二
十
歳
の
主
張

　
　
　
　

　
　

一
部
紹
介　
（
敬
称
略
）

藤
井
千
鶴
子　
　

大
人
と
し
て
の

自
覚
を
持
ち
つ
つ
、
た
く
さ
ん

の
友
達
と
毎
日
を
楽
し
ん
で

生
活
し
て
い
き
た
い
。

西
郷
秀
治　
　

成
人
に
な
っ
た
こ

と
の
喜
び
は
新
た
な
覚
悟
の

始
ま
り
で
あ
り
、
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
が
し
ま
す
。

前
田
千
鶴　
　

二
十
歳
と
い
う
大

事
な
出
発
点
を
大
事
に
し
、
責

任
あ
る
行
動
を
と
り
た
い
。

北
野
有
規　
　

自
分
の
し
た
い
こ

と
を
見
つ
け
、
そ
の
望
み
を
成

就
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
信
念

が
あ
れ
ば
必
ず
道
は
開
け
る

と
思
う
。

勘
田
真
二　
　

四
つ
の
町
が
力
を

あ
わ
せ
た
の
と
同
様
、
私
た
ち

も
力
を
合
わ
せ
て
南
あ
わ
じ

市
を
す
ば
ら
し
い
街
に
で
き

る
よ
う
努
力
し
、
今
後
も
自
分

自
身
を
鍛
え
あ
げ
社
会
に
貢

献
で
き
る
よ
う
努
力
し
た
い
。

市
長
ら
と
直
接
対
話

　
「
二
十
歳
の
サ
ミ
ッ
ト
」

　

成
人
式
に
先
立
っ
て
、
新
成
人

ら
と
市
長
ら
が
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
形
式
で
意
見
交
換
す

る
「
二
十
歳
の
サ
ミ
ッ
ト
」
が
一

月
七
日
、
文
化
体
育
館
の
サ
ブ
ア

リ
ー
ナ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
パ
ネ
ラ
ー
の
自
己
紹
介
が

行
わ
れ
、
市
長
や
助
役
、
教
育
長

ら
は
自
分
た
ち
が
二
十
歳
だ
っ
た

こ
ろ
の
話
を
交
え
、
ま
た
新
成
人

の
代
表
ら
も
二
十
歳
に
至
る
ま
で

の
心
に
残
っ
た
思
い
出
を
交
え
話

し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
南
あ
わ
じ
市
の
未
来

に
対
す
る
希
望
や
福
祉
、
交
通
事

情
、
結
婚
な
ど
幅
広
い
テ
ー
マ

に
つ
い
て
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し

た
。

　

市
長
か
ら
、
島
外
で
在
学
中

の
新
成
人
に
対
し
、「
何
が
ど
う

あ
れ
ば
淡
路
に
帰
っ
て
く
る
の

か
？
」
と
い
う
質
問
に
は
、「
働

く
場
所
が
あ
れ
ば
帰
っ
て
き
た

い
」「
大
好
き
な
淡
路
島
へ
戻
っ

て
き
た
い
」
な
ど
の
意
見
が
多
く

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

▲二十歳の記念に桜の木を文化体育館に植樹 ▲謝辞、岸上実行委員長

▲意見を交換する新成人と市長ら（二十歳のサミット）

▲二十歳のサミットに集まった新成人

▲10歳の子どもから寄せられた
　お祝いのメッセージ

▲華やいだ会場

▲二十歳の主張（藤井さん）

▲懐かしい写真の上映



　

九
月
に
一
〇
一
歳
で
亡
く
な
ら

れ
た
日
本
南
画
界
の
第
一
人
者
で

あ
る
直
原
玉
青
さ
ん（
名
誉
市
民
）

を
し
の
び
、
十
二
月
十
七
日
、
滝

川
記
念
美
術
館
玉
青
館
で
「
思
い

出
の
会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。
親

族
や
門
下
生
、
同
館
「
友
の
会
」

会
員
な
ど
約
六
十
人
が
集
ま
り
、

生
前
の
映
像
や
作
品
を
鑑
賞
し
、

直
原
画
伯
の
偉
業
や
人
柄
を
振
り

か
え
り
ま
し
た
。

　

同
会
で
中
田
勝
久
市
長
は
「
直

原
先
生
の
素
晴
ら
し
い
作
品
を

子
々
孫
々
ま
で
伝
え
て
い
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
。
直
原
さ
ん
の

孫
で
日
本
南
画
院
理
事
の
綾あ

や
よ
し
こ

佳
子

さ
ん
が
「
こ
こ
に
来
る
と
い
つ
で

も
祖
父
に
会
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
多
く
の
方
々
の
力
添
え
や
励

ま
し
の
お
陰
で
生
涯
作
品
を
作
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
」
と
謝
辞
を

述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
出
席
者
は
直
原
さ
ん

の
創
作
活
動
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の

映
像
を
鑑
賞
し
、
続
い
て
同
館
に

飾
ら
れ
た
作
品
を
一
つ
ひ
と
つ
見

な
が
ら
、
そ
の
功
績
を
し
の
び
ま

し
た
。

市政ひろば

5

市
政
ひ
ろ
ば

故
・
直じ

き
は
ら
ぎ
ょ
く
せ
い

原
玉
青
画
伯
を
し
の
ぶ

玉
青
館
で
思
い
出
の
会

▲直原画伯の力作を鑑賞する来場者
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▲西淡志知小学校屋内運動場耐震補強及
び大規模改修

　工期＝平成17年 7月 27日～ 12月
　26日、構造＝鉄筋コンクリート造、
　延面積＝582㎡、内容＝耐震補強
　壁1か所ほか、設備＝オートリフ
　ター照明、衛生器具、スロープ・多目
　的トイレ、総事業費＝8257万円

　

灘
黒
岩
水
仙
郷
の
開
園
を
迎
え

る
に
あ
た
っ
て
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ

レ
モ
ニ
ー
が
十
二
月
二
十
三
日

行
わ
れ
、
関
係
者
約
二
十
人
が
出

席
し
ま
し
た
。
今
年
の
開
花
は
例

年
よ
り
二
十
日
遅
く
、
二
月
の
下

旬
頃
ま
で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。
同
水
仙
郷
は
七
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
斜
面
に
約
五
百
万
本
の
ニ
ホ
ン

ス
イ
セ
ン
が
群
生
し
、
冬
の
観
光

資
源
の
目
玉
と
し
て
毎
年
約
九
万

人
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
早
々
に

訪
れ
た
観
光
客
に
水
仙
娘
か
ら
水

仙
の
切
花
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
南
あ
わ
じ
市
観
光
協
会

（
鳥
井
幸
祐
会
長
）
が
フ
グ
鍋
を
振

る
舞
い
、
喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　

本
格
的
な
シ
ー
ズ
ン
直
前
の
一

月
十
八
日
、
同
協
会
役
員
二
十
人

に
よ
る
水
仙
郷
と
駐
車
場
周
辺
の

清
掃
奉
仕
が
行
わ
れ
、
受
け
入
れ

準
備
を
整
え
ま
し
た
。

 　
500
万
本
の
水
仙
が
観
光
客
を
迎
え
る
灘
黒
岩
水
仙
郷
で
開
園
セ
レ
モ
ニ
ー

▲灘黒岩水仙郷のテープカット

　

個
性
豊
か
で
全
国
に
誇
る
数
々

の
資
源
に
恵
ま
れ
た
南
あ
わ
じ
市

の
魅
力
を
紹
介
す
る
「
南
あ
わ
じ

市
市
勢
要
覧
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
」

を
こ
の
ほ
ど
発
行
し
ま
し
た
。

　

冊
子
に
は
農
水
産
物
を
は
じ

め
、
自
然
景
観
、
文
化
財
、
伝
統

芸
能
、産
業
な
ど
を
写
真
で
紹
介
、

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
目
標
や
イ
ラ

ス
ト
マ
ッ
プ
、
統
計
資
料
な
ど
を

二
十
ペ
ー
ジ
に
ま
と
め
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
南
あ
わ
じ
市
の
「
ふ

る
さ
と
資
源
」
を
市
外
へ
情
報
発

信
す
る
冊
子
と
し
て
活
用
さ
れ
ま

す
。な

お
、
印
刷
部
数
に
限
り
が

あ
る
た
め
ご
家
庭
へ
の
配
布
は
で

き
ま
せ
ん
が
、
市
内
の
図
書
館
、

図
書
室
に
備
え
て
お
り
ま
す
の
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。
冊
子
と
同
様
の

内
容
を
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

電
子
ブ
ッ
ク
と
し
て
掲
載
し
て
お

り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
市
勢
要
覧
「
本
編
」

（
五
十
二
ペ
ー
ジ
）
は
八
月
末
の

発
行
を
目
指
し
、
現
在
編
集
を
進

め
て
お
り
ま
す
の
で
、
取
材
な
ど

に
は
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 　
南
あ
わ
じ
市
の
魅
力
を
満
載

市
勢
要
覧
を
発
行

▲発行した市勢要覧

保
険
料
の
納
付
は

口
座
振
替
と
前
納
の
利
用
が
お
得
で
す

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
、

納
め
忘
れ
が
な
く
、
保
険
料
の
割

引
制
度
が
あ
る
口
座
振
替
が
お
得

で
す
。

口
座
振
替
の
早
割
制
度

　

口
座
振
替
の
割
引
制
度
は
、
一

年
前
納
・
六
か
月
前
納
の
ほ
か
に
、

早
割
制
度
が
新
た
に
設
け
ら
れ
ま

し
た
。
通
常
そ
の
月
の
国
民
年
金

保
険
料
を
翌
月
末
に
指
定
口
座
よ

り
引
落
し
ま
す
が
、
こ
の
制
度

で
は
、
当
月
末
に
引
落
す
こ
と
で

四
十
円
割
引
と
な
る
も
の
で
す
。

一
括
し
て
前
払
い
す
る
と

さ
ら
に
割
引

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
方

に
は
、
毎
月
納
め
て
い
く
他
に
一

年
分
や
六
か
月
分
を
一
括
し
て
前

払
い
で
納
め
る
方
法
（
前
納
）
も

あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
毎
月
納
め

る
よ
り
も
割
引
が
あ
り
ま
す
。

前
納
に
は
、
現
金
で
納
め
る

方
法
と
、
金
融
機
関
の
口
座
か
ら

自
動
引
落
と
し
す
る
口
座
振
替
で

納
め
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。

申
込
み
方
法

　

口
座
振
替
を
ご
希
望
の
場
合

は
、
明
石
社
会
保
険
事
務
所
ま
た

は
金
融
機
関
窓
口
へ
お
申
出
く
だ

さ
い
。

問
明
石
社
会
保
険
事
務
所

　

☎
０
７
８
・
９
１
２
・
４
９
１
６

　

消
防
団
統
合
後
初
め
て
の
南
あ

わ
じ
市
消
防
団
（
五
十
九
分
団

二
千
二
百
二
十
六
人
）
初
出
式
が

一
月
八
日
、
三
原
健
康
広
場
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
、
地
域
防
災
の

要か
な
めと
し
て
の
役
割
を
誓
い
ま
し

た
。

　

式
典
で
は
消
防
車
両
四
十
台
に

続
き
団
員
千
五
十
人
に
よ
る
分
列

行
進
の
入
場
で
始
ま
り
ま
し
た
。

　

真
野
和
典
団
長
か
ら
「
我
々
は

仲
良
し
仲
間
で
は
な
く
、
闘
う
志

士
集
団
で
す
。
指
揮
命
令
系
統
を

明
確
に
し
、
有
事
に
強
い
実
践
消

防
と
火
を
出
さ
な
い
予
防
消
防
を

活
動
の
中
心
に
定
め
、
地
域
住
民

の
負
託
に
応
え
る
活
動
が
重
要
」

と
訓
示
し
ま
し
た
。

　

中
田
勝
久
市
長
は
「
近
い
将
来

に
発
生
が
予
想
さ
れ
る
地
震
時
に

は
、
市
民
の
期
待
に
応
え
る
活
動

を
」
と
期
待
を
込
め
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
辞
令
交
付
、
消
防
活

動
に
貢
献
の
あ
っ
た
団
員
へ
表
彰

状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

闘た
た
か

う
志し

し士
集
団

南
あ
わ
じ
市
消
防
団
の
初
出
式

▲新入団員の宣誓

　違いが歴然！口座振替＆前納の利用

（例）平成17年度の割引額を１年分で比較

現 金 で 毎 月 納 付　162,960円（月額13,580円× 12か月）
口座振替（早割）で毎月納付　162,480円（480円お得）
現 金 で 前 納　160,070円（2,890円お得）
口 座 振 替 で 前 納　159,540円　（3,420円お得）

　※口座振替での前納は、平成18年３月中に社会保険事務所での
　　事前登録が必要ですので、お早めにお申込みください

　

昨
年
八
月
か
ら
耐
震
補
強
・
大

規
模
改
造
事
業
な
ど
を
進
め
て
い
た

小
中
学
校
で
こ
の
ほ
ど
工
事
が
完
成

し
、
一
月
十
日
の
新
学
期
か
ら
本
格

的
な
使
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
榎
列
小
学
校
を
訪
問

し
た
中
田
勝
久
市
長
は
、「
大
規

模
地
震
に
負
け
な
い
強
く
、
安
心

し
て
勉
強
で
き
る
よ
う
に
改
修
し

ま
し
た
。
元
気
で
仲
良
く
勉
強
や

運
動
に
励
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
児

童
ら
に
完
成
を
報
告
し
ま
し
た
。

小
中
学
校
の
耐
震
補
強
工
事
な
ど
が
完
成

榎
列
小
・
西
淡
志
知
小
・
広
田
中

▲榎列小学校管理棟地震補強及び大規模改造

　工期＝平成17年8月1日～12月28日、
構造＝鉄筋コンクリート造３階建、延面積
＝ 2327 ㎡、内容＝耐震補強壁 14か所、
設備＝照明、放送、エレベーター、防犯ベ
ル・カメラ、総事業費＝3億 943万円

広田中学校エレベーター等設置　→

　工期＝平成17年 7月 27日～ 12月
　23日、構造＝鉄筋コンクリート造、延
　面積＝55㎡、内容＝エレベーター設
　置、スロープ4か所、多目的トイレ、
　特学教室、既存各室のシックハウス対策
　総事業費＝4756万円
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緑・南淡地域で
住民説明会が始まる

第 2回　ケーブルテレビ

現
在
、
南
あ
わ
じ
市
で
は
、

自
主
防
災
組
織
の
育
成
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

自
主
防
災
組
織
は
、
防
災
対
策

と
し
て
の
予
防
活
動
と
災
害
発
生

時
の
応
急
活
動
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

予
防
活
動

・
災
害
に
つ
い
て
の
学
習
会

・
防
災
活
動
に
つ
い
て
の
検
討
会

・
防
災
資
機
材
の
整
備

・
防
災
マ
ッ
プ
の
作
成
（
避
難
場

所
及
び
避
難
経
路
の
選
定
等
）

・
避
難
経
路
の
整
備
（
避
難
誘
導

灯
、
避
難
所
標
識
等
）

・
災
害
時
要
援
護
者
の
把
握

・
避
難
訓
練
等
の
実
施
（
最
低
年

一
回
）

応
急
活
動

・
市
役
所
や
消
防
署
な
ど
防
災
機

関
と
の
情
報
交
換
や
地
域
住

民
へ
の
情
報
の
伝
達

・
火
災
の
発
生
防
止
や
初
期
消
火

・
地
域
住
民
の
安
否
確
認

・
地
域
住
民
が
安
全
に
避
難
す
る

た
め
の
誘
導

・
障
害
者
や
高
齢
者
、
妊
婦
、
乳

幼
児
な
ど
災
害
時
要
援
護
者

の
支
援

・
避
難
所
の
運
営
、
簡
単
な
工
具

を
使
用
し
て
の
救
出
や
負
傷

者
の
救
護
、
救
援
物
資
（
食
事

な
ど
）
の
分
配
、
炊
き
出
し

　

こ
れ
ら
の
活
動
を
支
援
す
る
た

め
に
、
市
で
は
自
主
防
災
組
織
に

対
し
、
自
主
防
災
組
織
育
成
事
業

補
助
金
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
地
域
の
安
全
を
守
る

た
め
に
自
主
防
災
組
織
の
立
ち

上
げ
を
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
防
災
課                      

ま
で
。

自
主
防
災
組
織
の
育
成

南あわじ市防災ネット
http://bosai.net/
minamiawaji/

　
　
　
ひ
と
口
メ
モ

南
あ
わ
じ
市
の
人
口
は
５
２
２
８
１
人

平
成
17
年
国
勢
調
査
の
人
口
速
報
値

　

平
成
十
七
年
十
月
一
日
現
在
で
実
施
し
た
国
勢
調
査
の
人
口
速
報

値
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

0

10000

20000

30000

40000

50000

60000

平成２年

16,011

57,526 56,664 54,979
52,281

17,07217,14016,716

平成７年 平成12年 平成 17年

世帯数

人口

区分 平成17年 平成 12年 増減数 増減率

世帯数 17,072 17,140 　  △ 68 △ 0.40

人

口

総数 52,281 54,979 △ 2,698 △ 4.91

男 25,007 26,519 △ 1,512 △ 5.70

女 27,274 28,460 △ 1,186 △ 4.17

　　※この結果は速報値であり、後日総務省が発表する資料とは異なる場合があります

区分 南あわじ市 緑地区 西淡地区 三原地区 南淡地区

平
成
17
年

人口 52,281 6,204 11,407 16,112 18,558

世帯数 17,072 2,000   3,634   4,984   6,454

平
成
12
年

人口 54,979 6,154 12,519 16,602 19,704

世帯数 17,140 1,962   3,740   4,895   6,543

人 

事 

異 

動
市
役
所
の
組
織
機
構
改
革
に
伴
い

　

平
成
十
八
年
一
月
一
日
付
の
組

織
機
構
改
革
に
伴
い
、
人
事
異
動

が
あ
り
ま
し
た
。（　
　

）
は
旧
所

属
、
管
理
職
の
み
。

◆
部
長
級　

財
務
部
長　

藤
本
昇

（
企
画
部
長
）
◆
次
長
級　

総
務
部

次
長
兼
市
長
公
室
長
兼
防
災
担
当

特
命
参
事　

田
村
覚
（
企
画
部
次

長
兼
防
災
担
当
特
命
参
事
）、
財
務

部
次
長　

稲
山
益
男
（
次
長
兼
会

計
課
長
）、
次
長
兼
会
計
課
長　

高

川
欣
士（
企
画
部
企
画
調
整
課
長
）、

次
長
兼
農
業
委
員
会
事
務
局
長　

島
田
憲
治
（
農
業
委
員
会
事
務
局

長
）、
◆
課
長
級　

総
務
部
防
災
課

長　

郷
直
也
（
企
画
部
ま
ち
づ
く

り
・
防
災
課
長
）、
財
務
部
財
政
課

長　

馬
部
総
一
郎
（
企
画
部
財
政

課
長
）、
財
務
部
管
財
課
長　

長
尾

重
信
（
企
画
部
管
財
課
長
）、
財
務

部
国
体
推
進
室
長　

東
茂
樹
（
企

画
部
国
体
推
進
長
）、
健
康
福
祉
部

長
寿
福
祉
課
長　

小
坂
利
夫
（
総

務
部
秘
書
広
報
室
長
）、
◆
主
幹
級

　

総
務
部
市
長
公
室
主
幹　

居
神

パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た
遊
び
プ
ラ
ン
で

ち
ど
り
・
八
木
保
育
所
が
表
彰

　

幼
児
用
パ
ソ
コ
ン
「
Ｉ
Ｂ
Ｍ

キ
ッ
ズ
ス
マ
ー
ト
」
を
使
っ
た

遊
び
の
プ
ラ
ン
発
表
会
が
十
二
月

十
一
日
、
東
京
都
で
行
わ
れ
、
市

立
保
育
所
が
次
の
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　

最
優
秀
賞　

ち
ど
り
保
育
所

　
（
食
育
に
活
か
し
た
活
動
）

　

優
秀
賞　
　

八
木
保
育
所

　
（
卒
園
式
の
カ
ー
ド
作
り
）

地域別人口と世帯数

　南あわじ市の人口総数は、
前回の 4.91％の減少とな
り、世帯数は 0.4％の減少
となりました。
　また、１世帯あたりの世
帯員数は 3.06 人で、前回
の3.21 人を下回りました。

南あわじ市は、

人　口　52,281人

世帯数　17,072世帯

　　　　　　　　です

住
民
説
明
会
が

　
は
じ
ま
り
ま
し
た

　

一
月
中
旬
か
ら
、
市
内
の
各
地

区
で
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
加
入
説
明

会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
三
月
末

ま
で
に
エ
リ
ア
拡
張
地
域
で
あ
る

緑
・
南
淡
地
域
に
お
い
て
順
次
開

催
い
た
し
ま
す
の
で
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

　

説
明
会
で
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介
や
加
入
に
つ

い
て
ご
説
明
し
ま
す
。
な
お
、
加

入
予
約
の
受
付
も
開
始
い
た
し
ま

し
た
の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご

加
入
く
だ
さ
い
。

ケ
ー
ブ
ル
敷
設
工
事
を

　
　
　
　
　
　
行
い
ま
す

　

一
月
末
か
ら
南
あ
わ
じ
市
内

（
緑
地
域
、南
淡
地
域
）に
お
い
て
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
整
備
工
事
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
三
月
末
ま
で

の
約
二
か
月
間
と
い
う
短
期
間
で

工
事
を
行
い
ま
す
の
で
、
市
内

各
所
で
同
時
に
工
事
が
行
わ
れ
ま

す
。
主
に
電
柱
に
光
フ
ァ
イ
バ
ー

を
敷
設
す
る
も
の
で
、
片
側
通
行

な
ど
ご
迷
惑
を
お
掛
け
い
た
し
ま

す
が
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
は

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
も
対
応

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
と
は
、
平

成
十
五
年
十
二
月
一
日
か
ら
、
関

東
・
近
畿
・
中
京
の
三
大
広
域
圏

で
、
地
上
波
の
Ｕ
Ｈ
Ｆ
帯
を
使
用

初
期
消
火
の

　

角か
く
や
ま山
兄
弟
に
表
彰
状

し
て
開
始
さ
れ
た
デ
ジ
タ
ル
放
送

で
す
。

　

平
成
二
十
三
年
七
月
に
こ
れ
ま

で
の
地
上
ア
ナ
ロ
グ
放
送
は
終
了

し
、
デ
ジ
タ
ル
放
送
と
な
り
、
視

聴
に
は
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対

応
の
テ
レ
ビ
や
チ
ュ
ー
ナ
ー
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
で
は
、
デ

ジ
タ
ル
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
の
高
画

質
・
高
音
質
番
組
に
加
え
て
、
リ

ク
エ
ス
ト
や
ク
イ
ズ
番
組
に
参
加

で
き
る
双
方
向
番
組
、
高
齢
者
や

障
害
者
に
や
さ
し
い
福
祉
番
組
、

暮
ら
し
に
役
立
つ
最
新
情
報
番
組

な
ど
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
南
あ
わ
じ
市
の
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
は
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
に
も
対
応
し
ま
す
の
で
、
ご
家

庭
で
ア
ン
テ
ナ
を
上
げ
る
必
要
な

く
、
チ
ュ
ー
ナ
ー
や
対
応
の
テ
レ

ビ
が
あ
れ
ば
、
綺
麗
な
放
送
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
関
す

る
お
問
い
合
わ
せ
は
、（
社
）
地

上
デ
ジ
タ
ル
放
送
推
進
協
会
Ｄ

―
Ｐ
Ａ　
（h

ttp
://w
w
w
.d
-p
a.

o
rg/

）、
総
務
省
地
上
デ
ジ
タ
ル

テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
受
信
相
談

セ
ン
タ
ー
（
☎
０
５
７
０
・
07
・

０
１
０
１
）
へ
。

▲ケーブルテレビ加入説明会

　

一
月
七
日
、
自
宅
に
隣
接
す
る

▲恭介くん

建
物
の
火
災
発
生
に
気
づ
き
消
火

活
動
を
行
っ
た
角
山
恭き
ょ
う
す
け

介
く
ん

（
三
原
中
二
年
）
と
角
山
凌り
ょ
う
だ
い大

君
（
市
小
六
年
）
の
兄
弟
に
一
月

二
十
日
、
淡
路
広
域
消
防
事
務
組

合
眞
山
和
良
消
防
長
か
ら
表
彰
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

▲凌大くん

防災課
☎43-5006

（人：世帯）

国
民
健
康
保
険
税

 

５
期　
の
納
付
は

２
月
28
日
（
火
）

　
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す

問
税
務
課
☎
43
・
５
０
２
２

功
治
（
企
画
部
ま
ち
づ
く
り
・
防

災
課
主
幹
兼
ま
ち
づ
く
り
係
長
）、

総
務
部
市
長
公
室
主
幹
兼
行
革
推

進
係
長　

橋
本
浩
嗣
（
企
画
部
企

画
調
整
課
主
幹
兼
調
整
係
長
）、
総

務
部
防
災
課
主
幹
兼
防
災
消
防
係

長　

藤
本
和
宏
（
企
画
部
ま
ち
づ

く
り
・
防
災
課
主
幹
兼
防
災
消
防

係
長
）、
総
務
部
情
報
課
主
幹
兼
広

報
公
聴
係
長　

堤
省
司
（
総
務
部

秘
書
広
報
室
主
幹
兼
広
報
公
聴
統

計
係
長
）、
総
務
部
南
淡
総
合
窓
口

セ
ン
タ
ー
主
幹　

角
村
恵
美
子（
市

民
生
活
部
税
務
課
主
幹
）、
財
務
部

財
政
課
主
幹　

神
代
充
広
（
企
画

部
財
政
課
主
幹
）、
財
務
部
管
財
課

主
幹
兼
用
度
係
長　

福
岡
博
文（
企

画
部
企
画
調
整
課
主
幹
）、
財
務
部

管
財
課
主
幹
兼
管
財
係
長　

岩
倉

正
典
（
企
画
部
管
財
課
主
幹
兼
管

財
係
長
）、
財
務
部
管
財
課
主
幹
兼

入
札
契
約
係
長　

富
永
文
博
（
企

画
部
管
財
課
主
幹
兼
入
札
契
約
係

長
）、
財
務
部
国
体
推
進
室
主
幹　

福
原
敬
二
（
企
画
部
国
体
推
進
室

主
幹
兼
国
体
推
進
係
長
）、
健
康
福

祉
部
長
寿
福
祉
課
主
幹　

相
原
和

美
（
健
康
福
祉
部
保
険
課
主
幹
）、

健
康
福
祉
部
健
康
課
主
幹　

興
津

文
人
（
健
康
福
祉
部
健
康
課
主
幹

兼
総
務
係
長
）、
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
兼
監
査
委
員
事
務
局
主
幹

　

田
中
研
次
（
総
務
部
南
淡
総
合

窓
口
セ
ン
タ
ー
主
幹
）
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確
定
申
告
は　
　
　
　

ま
で

広報 

洲本税務署
☎ 24-1212

市役所税務課
☎ 43-5022

平
成
17
年
分

所
得
税
・
市
県
民
税

2006.2.1発行

受
付
期
間

　

２
月
16
日
（
木
）
〜
３
月
15
日

（
水
）
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
。

　

申
告
相
談
開
催
日
、
受
付
会
場

は
次
の
ペ
ー
ジ
の
日
程
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

所
得
税
の
申
告
の
必
要
な
方

①
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
な
ど

が
あ
る
方

②
給
与
所
得
者
（
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

な
ど
）
で

・
給
与
の
年
収
が
２
千
万
円
を

超
え
て
い
る
人

・
給
与
を
２
か
所
以
上
か
ら
受

け
て
い
る
人

・
給
与
所
得
・
退
職
所
得
以
外

の
所
得
金
額
が
20
万
円
を

超
え
て
い
る
人

所
得
税
の
還
付
が
受
け
ら
れ
る
方

　

確
定
申
告
を
し
な
く
て
も
よ
い

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
も
、
マ
イ
ホ
ー

ム
を
ロ
ー
ン
で
新
築
、
増
改
築
し

た
場
合
や
、
多
額
の
医
療
費
を
17

年
中
に
支
払
わ
れ
た
場
合
は
確
定

確定申告相談の日程

開催日 曜

申告受付会場
○印は申告相談受付日 税務署による

出張相談
税理士による
地区無料相談三原市民 

センター
緑庁舎

西淡第2
庁舎集会室

南淡庁舎

2月 16日 木 ○ ○
2月 17日 金 ○ ○ 南淡庁舎 南淡町商工会館
2月 18日 土
2月 19日 日

2月 20日 月 ○ ○
沼島出張所
のみ

三原市民センター 三原町商工会館

2月 21日 火 ○ ○
2月 22日 水 ○ ○ ○ 西淡第２庁舎集会室 西淡町商工会館

2月 23日 木 ○
南淡庁舎・
灘連絡所

2月 24日 金 ○ ○ ○
2月 25日 土
2月 26日 日
2月 27日 月 ○ ○
2月 28日 火 ○ ○ ○ 緑庁舎 緑庁舎
3月 1日 水 ○ ○ 南淡庁舎 南淡町商工会館
3月 2日 木 ○ ○ ○ 三原市民センター 三原町商工会館
3月 3日 金 ○ ○
3月 4日 土
3月 5日 日 ○ ○ ○ ○
3月 6日 月 ○ ○ ○ ○ 三原市民センター 西淡町商工会館
3月 7日 火 ○ ○ ○ ○ 南淡庁舎 南淡町商工会館
3月 8日 水 ○ ○ ○ ○
3月 9日 木 ○ ○ ○ ○
3月 10日 金 ○ ○ ○ ○
3月 11日 土
3月 12日 日 ○ ○ ○ ○
3月 13日 月 ○ ○ ○ ○
3月 14日 火 ○ ○ ○ ○
3月 15日 水 ○ ○ ○ ○

時　　間

午前9時～正午・午後1時～ 4時
沼島出張所は2月20日（午前10時～午後3時）
灘連絡所は2月 23日 (午前 10時～午後3時）
※灘・沼島以外の連絡所等での受付は行っておりません

午前 10時～正午
午後1時～ 3時

午前10時～正午
午後1時～ 3時

　※　土地・建物等を売却された場合の譲渡所得・株・消費税の申告相談は洲本税務署で
　※　３月５日・12日の日曜日も全庁舎で申告相談を行っています

申
告
を
す
れ
ば
還
付
を
受
け
ら
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
17
年
中
に
退
職
し
、
年

末
調
整
を
受
け
て
い
な
か
っ
た

り
、
退
職
所
得
に
つ
い
て
、
源
泉

徴
収
さ
れ
た
所
得
税
が
あ
る
方

は
、
確
定
申
告
を
す
る
こ
と
に
よ

り
、
還
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

市
県
民
税
の
申
告
の
必
要
な
方

　

市
内
に
住
所
の
あ
る
方
は
原
則

と
し
て
申
告
書
の
提
出
が
必
要
で

す
。
た
だ
し
、
次
の
条
件
に
当
て

は
ま
る
人
は
申
告
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

①
確
定
申
告
を
済
ま
さ
れ
た
人

②
給
与
所
得
・
公
的
年
金
所
得
だ

け
の
人

※
前
年
中
の
所
得
が
給
与
ま
た
は

公
的
年
金
の
み
の
人
は
、
申
告

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
障

害
者
控
除
、
寡
婦
・
寡
夫
控
除
、

雑
損
控
除
、
医
療
費
控
除
等
を

受
け
よ
う
と
す
る
人
は
申
告

が
必
要
で
す
。

納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
も
控
除

　

17
年
１
月
か
ら
12
月
の
間
に
納

め
た
国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
税

の
確
定
申
告
の
と
き
に
全
額
が

「
社
会
保
険
料
控
除
」
と
し
て
税

金
の
対
象
と
な
る
所
得
か
ら
差
し

引
か
れ
ま
す
。

　

本
人
の
国
民
年
金
保
険
料
は
も

ち
ろ
ん
配
偶
者
や
家
族
の
分
を
代

わ
っ
て
納
め
た
場
合
や
、
こ
の
時

期
に
納
め
た
過
去
の
未
納
分
、
国

民
年
金
基
金
の
掛
け
金
も
合
わ
せ

て
控
除
で
き
ま
す
。

　

年
金
の
支
払
額
に
つ
い
て
は
領

収
書
か
、
証
明
書
類
の
添
付
が
必

要
で
す
。

申
告
に
必
要
な
も
の

　

申
告
や
納
税
相
談
に
は
次
の
も

の
を
必
ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
（
混

雑
を
避
け
る
た
め
、
必
要
書
類
は

内
容
ご
と
に
分
類
し
、
集
計
す
る

よ
う
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
）。

①
税
務
署
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
申

告
書
（
17
年
分
の
総
収
入
額
や

必
要
経
費
の
内
容
を
記
載
し

た
収
支
内
訳
書
を
添
付
し
て

く
だ
さ
い
）。

②
所
得
の
計
算
に
必
要
な
帳
簿
・

記
録
・
領
収
書
な
ど

寡婦・寡夫の方はご注意！ 　

今
年
も
所
得
税
と
市
県
民
税
（
国
保
税
）
の
申
告
が
始
ま
り
ま
す
。

　

広
報
１
月
号
に
掲
載
し
た
と
お
り
、
平
成
18
年
度
実
施
の
税
制
改

正
に
よ
り
、
変
更
点
が
多
数
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

③
給
料
お
よ
び
年
金
を
も
ら
っ
て

い
る
方
は
源
泉
徴
収
票
。
内
職

の
方
は
毎
月
の
計
算
書

④
所
得
控
除
に
必
要
な
国
民
年
金

や
国
民
年
金
基
金
、
生
命
保
険

や
共
済
の
支
払
い
証
明
書
、
医

療
費
控
除
の
た
め
の
医
療
機

関
の
領
収
書

⑤
口
座
振
替
に
よ
る
納
税
や
還
付

請
求
の
際
に
必
要
な
銀
行
な

ど
の
預
金
口
座
番
号
（
還
付
の

場
合
は
本
人
名
義
）

⑥
印
鑑
・
ボ
ー
ル
ペ
ン
（
黒
色
）・

計
算
機

　

昨
年
確
定
申
告
を
さ
れ
た
人
に

は
税
務
署
か
ら
、
市
役
所
で
申
告

を
さ
れ
た
方
に
は
市
役
所
か
ら
、

申
告
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

期
限
間
際
は
混
雑
し
ま
す

お
早
め
に
申
告
を

　

期
限
間
際
に
な
る
と
申
告
会
場

が
込
み
合
い
、
待
ち
時
間
が
大
変

長
く
な
り
ま
す
。
申
告
は
早
め
に

お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
申
告
書
を
作
成
す
る
際

に
は
、「
確
定
申
告
の
手
引
き
」

を
参
考
に
記
入
す
る
と
、
簡
単
に

作
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
: 

//w
w
w
.n
ta.go

.jp
/

）
か
ら
で
も

申
告
書
を
作
成
す
る
事
が
出
来
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　　　　寡婦・寡夫に該当しませんか？
　寡婦・寡夫とは、配偶者と離別・死別し、女性の場合、所得が500万円以下、
もしくは扶養親族がいる場合。男性の場合は所得が500万円以下で、扶養の
子がいる場合 (女性の場合は特定寡婦 )。
　寡婦・寡夫の場合、所得125万円以下は市県民税非課税となります。
　老年者控除の廃止前の寡婦（寡夫）の定義には「老年者に該当しないもの」
という条件があり、老年者控除との重複適用は出来ませんでした。
　しかし今回の改正で、老年者控除の適用がなくなるため、寡婦（寡夫）の
所得控除が受けられる場合があります。
　65歳以上の方はご自分が寡婦（寡夫）に該当しないかを確認し、該当する
場合は申告すると所得控除の適用を受けることができます。

２
月
16
日
（
木
）
〜

３
月
15
日
（
水
）
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お知
らせ

市
内
局
番
を
確
か
め
て 

お
か
け
く
だ
さ
い 

広報 

項　目 内　　容 期　　間 場　　所 備　　考

季節の花

だより

菜の花畑 ２月下旬～ 羊の放牧場ほか
羊の放牧場に小さな菜の花畑ができまし

た。中央の花畑は４月の開花見込みです

原生チューリップ ２月下旬～ ロックガーデン ロックガーデンは東洋一の広さ

◆開園時間　10:00 ～ 17:00
◆入 園 料   大人 400円／小人 200円
◆電     話   43－ 2626 ※お間違えなく
　※12月～２月のみ冬料金。３月～通常料金

ゴ
ミ
を
分
別
し
、

資
源
を
再
利
用
し
ま
し
ょ
う

　

南
あ
わ
じ
市
で
は
、
ご
み
を
５

種
類
（
可
燃
、
不
燃
、
資
源
、
粗

大
、
有
害
）
に
分
別
し
て
収
集
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
可
燃
ゴ
ミ

や
不
燃
ゴ
ミ
の
中
に
は
、
多
く
の

資
源
化
で
き
る
ゴ
ミ
も
含
ま
れ
て

い
ま
す
。

　

資
源
を
再
利
用
し
、
ゴ
ミ
を
減

ら
す
た
め
に
も
、
で
き
る
限
り
分

別
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
可
燃
ゴ
ミ
を
出
す
と
き

は
市
の
指
定
袋
に
入
れ
て
、
袋
の

口
を
結
び
、
決
め
ら
れ
た
日
時
に

出
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、

各
地
域
の
「
ゴ
ミ
収
集
カ
レ
ン

ダ
ー
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ゴ
ミ
減
量
化
機
器
設
置
に

補
助
金
を
交
付
し
ま
す

　

市
内
に
居
住
す
る
住
民
で
、
家

庭
に
お
い
て
生
ご
み
を
処
理
・
減

量
す
る
た
め
の
機
器
を
設
置
し
よ

う
と
す
る
世
帯
に
対
し
、
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
（
左
表
参
照
）。

▽
申
請
先　

総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

問
生
活
環
境
課
☎
43
・
５
０
２
４

【体験教室】
・いちごの収穫体験（なくなり次第終了）
・いちごロールケーキ作り教室は毎週土日
・いちごジャムパン作り教室は毎週平日
・パン・バター作りは毎日

障
害
が
あ
る
方
へ
の
サ
ー
ビ
ス
が
変
わ
り
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
利
用
者
は
手
続
き
を
！

2006.2.1発行

ゴ
ミ
の
減
量
化
に
ご
協
力
を

　

減
量
化
機
器
へ
補
助
金

　

平
成
18
年
４
月
か
ら
現
行
の
精

神
通
院
医
療
費
公
費
負
担
・
更
生
医

療
・
育
成
医
療
は
、
自
立
支
援
医

療
に
変
更
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス

（
支
援
費
制
度
・
精
神
障
害
者
居
宅

生
活
支
援
事
業
）
も
変
更
さ
れ
ま

す
。
ど
ち
ら
も
原
則
と
し
て
費
用

の
１
割
分
が
利
用
者
の
負
担
に
な

り
ま
す
が
、
様
々
な
減
免
制
度
が

あ
り
ま
す
の
で
利
用
者
（
ま
た
は

家
族
）
は
必
ず
申
請
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

　

今
回
、
市
に
お
い
て
手
続
き
が

必
要
と
な
る
方
は
次
の
と
お
り
で

す
。

自
立
支
援
医
療

▽
対
象
と
な
る
人　

精
神
通
院
医

療
費
公
費
負
担
の
利
用
者

▽
利
用
者
負
担　

原
則
１
割
負

担
。
た
だ
し
、
所
得
や
治
療
内

容
に
応
じ
て
月
額
負
担
上
限

あ
り

▽
申
請
方
法　

現
在
通
院
中
の
病

院
窓
口
、
ま
た
は
総
合
窓
口
セ

ン
タ
ー
。
必
要
な
も
の
は
、
印

鑑
、
保
険
証
、
年
金
証
書
（
年

金
受
給
者
の
み
）
※
診
断
書
が

必
要
と
な
る
方
も
い
ま
す
。
申
請

後
そ
の
他
書
類
が
必
要
な
場
合
は

連
絡
し
ま
す
。

▽
受
付
締
切　

２
月
28
日
（
火
）

自
立
支
援
給
付
の
サ
ー
ビ
ス

▽
対
象
と
な
る
人　

次
の
利
用
者

・
支
援
費
制
度
サ
ー
ビ
ス
（
障
害
者

施
設
入
所
・
通
所
・
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
・
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
・
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
）

・
精
神
障
害
者
居
宅
生
活
支
援
事

業（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）

▽
利
用
者
負
担　

原
則
１
割
負
担

（
定
率
負
担
）。
所
得
に
応
じ
て

月
額
負
担
上
限
あ
り

▽
低
所
得
者
へ
の
減
免
制
度　

申

請
に
よ
り
、
一
定
の
条
件
を
満
た

せ
ば
利
用
者
負
担
・
食
費
等
の
減

免
制
度
あ
り

▽
申
請
受
付
・
相
談

・
三
原
市
民
セ
ン
タ
ー

　
　
（
２
月
１
日
・
10
日
）

・
南
淡
庁
舎
第
１
会
議
室

　
　
（
２
月
２
日
・
７
日
）

　

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
午

後
５
時
ま
で

問
福
祉
課
☎
44
・
３
０
０
２

神戸新聞社主催

金婚夫婦祝福式典
◆日時　５月14日（日）　午後１時～
◆場所　洲本市文化体育館　
◆対象　昭和32年中に婚
　姻届を提出された県内
　のご夫婦　
◆申込み　所定の申込書
　（総合窓口センター、
　神戸新聞支社・総局・
　支局・販売所に備付け）
　に記入の上、戸籍抄本
　（コピーも可）を添えて、総合窓口センターに提出。
　締切りは２月28日（火）。
問長寿福祉課☎44-3005、神戸新聞社地域活動局
　「金婚式」係☎078-362-7087

南あわじ市役所
総合窓口センター
　緑　庁舎☎44-3001
　西淡庁舎☎37-3011
　三原庁舎☎43-5021
　南淡庁舎☎50-3031
【中央庁舎】
総務部
　市長公室☎43-5002
　総務課☎43-5001
　防災課☎43-5006
　情報課☎43-5003
　さんさんネット☎43-2345
選挙管理委員会事務局☎43-5004
議会事務局☎43-5005
【緑庁舎】
健康福祉部
　福祉課☎44-3002
　長寿福祉課☎44-3005
　保険課☎44-3003
　健康課☎44-3004
【西淡庁舎】
産業振興部
　商工観光課☎37-3012
　水産振興課☎37-3013
都市整備部
　管理課☎37-3014
　建設課☎37-3015
　都市計画課☎37-3016
教育委員会（教育部）
　教育総務課☎37-3017
　学校教育課☎37-3018
　人権教育課☎37-3019
　生涯学習文化振興課☎37-3020
【三原庁舎】
市民生活部
　市民課☎43-5023
　税務課☎43-5022
　生活環境課☎43-5024
農林振興部
　農林振興課☎43-5025
　農地整備課☎43-5026
　地籍調査課☎43-5027
　農業共済課☎42-6210
農業委員会事務局☎43-5029
【南淡庁舎】
財務部
　財政課☎50-3033
　管財課☎50-3034
　国体推進室☎50-3036
上下水道部
　企業経営課☎50-3037
　水道課☎50-3038
　下水道課☎50-3039
会計課☎50-3040

機器の種類 補助金額 備　考

生ごみ堆肥化容器
（コンポスト）

購入金額の１／２以内
上限4,000円

ＥＭ菌容器を含
む。100円未満
切り捨て

電動式
生ごみ処理機

購入金額の１／２以内
上限40,000円

100円未満切り
捨て

◆ゴミ減量化機器設置補助金について

平
成
17
年
度

ご
み
を
少
な
く
す
る
た
め
の

標
語
・
入
選
作
品  

（
関
係
分
）

　
　
　
　

淡
路
地
域
５
Ｒ
生
活
推
進
会
議

お
い
し
い
ね　

残
さ
ず
食
べ
て

　

ゴ
ミ
も
な
し　

近
藤
沙
稀
（
北
阿
万
小
）

家
庭
ご
み　

分
別　

再
生

　

リ
サ
イ
ク
ル　

森
下 

綾
（
西
淡
志
知
小
）

そ
の
ふ
く
ろ　

ゴ
ミ
に
な
る
か
ら

　

い
り
ま
せ
ん　

登 

泰
智
（
辰
美
小
）

も
や
さ
な
い　

へ
ら
す　

出
さ
な
い　

　

ゴ
ミ　

け
む
り　

畑
野
美
穂（
辰
美
小
）

　

受
益
と
負
担
の
公
平
性
や
障
害
者
の
自
立
を
支
援
す
る
と
い
う
観
点

か
ら
、
障
害
者
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
見
直
さ
れ
、
障
害
者
自
立
支
援
法

が
施
行
さ
れ
ま
す
。

津井

津井橋 湊

辰美中

旧丸山小

至五色

至阿那賀 至阿那賀 至賀集

志知
うずしおライン

丸
山
漁
港

至
三
原

西
淡
三
原
Ｉ
Ｃ

田
中
橋

のお知らせ
　下水道工事に伴い、津井～伊加利間の一部の道路（下
図）が通行止めとなります。ご迷惑をおかけしますが、
う回のご協力をお願いします。
　◆期間　３月１日（水）～４月６日（木）
　◆時間　午前９時～午後５時
　※日曜日は通行できます。天候・工事の都合等によ
り期間が前後する場合があります

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
（
介
護
保
険
）
の

　
　
　
　
　
　
事 

業 

所 

説 

明 

会 

を 

開 

催

　

平
成
18
年
4
月
か
ら
介
護
保

険
制
度
が
改
正
さ
れ
、
新
し
い
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
住
み

慣
れ
た
地
域
で
生
活
す
る
た
め
の

サ
ー
ビ
ス
基
盤
と
な
る
、「
地
域
密

着
型
サ
ー
ビ
ス
」
が
始
ま
り
ま
す
。

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
介
護
保

険
事
業
計
画
に
よ
り
南
あ
わ
じ
市

が
事
業
所
を
指
定
し
ま
す
。
新

し
い
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
る
に
あ
た

　

南
わ
じ
市
消
防
団
の
幹
部
が
、
次

の
方
に
変
わ
り
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

▽
三
原
方
面
副
隊
長

　
　

村　

上　

享た
か　

裕ひ
ろ

▽
榎
列
地
区
選
任
分
団
長

　
　

樋　

口　

仁ひ
と　

志し

（
広
報
１
月
号
に
名
簿
を
掲
載
）

消
防
団
幹
部
の
交
代

　

地
籍
調
査
の
成
果
で
あ
る
「
地

籍
簿
・
図
」
次
の
法
務
局
に
備
付

け
ら
れ
ま
し
た
。

◆
神
戸
地
方
法
務
局
洲
本
支
局

・
広
田
広
田
の
一
部
（
平
成
11
年
度
）

・
広
田
中
筋
の
一
部
（
平
成
11
年
度
）

◆
神
戸
地
方
法
務
局
三
原
出
張
所

・
福
良
東
本
町
の
一
部（
平
成
13
年
度
）

問
地
籍
調
査
課
☎
43
・
５
０
２
７

地
籍
調
査
成
果
を

　
法
務
局
へ
備
付

　

人
権
擁
護
委
員
の
土
井
久
司
さ

ん
（
湊
）
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

長
年
、
委
員
を
務
め
ら
れ
た
土

井
さ
ん
に
、
法
務
大
臣
感
謝
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
の
退
任

り
、
サ
ー
ビ
ス
を
検
討
さ
れ
て
い

る
事
業
者
を
対
象
と
し
た
説
明
会

を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
の

で
、
関
係
者
の
方
は
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

▽
説
明
会
日
時　

２
月
27
日（
月
）

　

午
後
２
時
〜

▽
場
所　

緑
市
民
セ
ン
タ
ー

▽
申
込
期
限　

２
月
20
日
（
月
）

▽
申
込
み　

長
寿
福
祉
課

　

☎
44
・
３
０
０
５

　

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
は
冬
の
間
、

田
の
地
下
で
休
眠
し
て
い
ま
す
。

　

浅
い
所
に
眠
る
タ
ニ
シ
は
、
ト

ラ
ク
タ
ー
の
耕
運
（
休
耕
田
等
）

で
駆
除
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
水

路
の
清
掃
は
農
薬
を
散
布
す
る
よ

り
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
農
林
振
興
課
（
☎

43
・
５
０
２
５
）
へ

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
発
生
拡
大

　
冬
は
除
去
の
好
機
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◆
新
春
書
き
初
め
大
会

　
（
１
月
６
日
・
松
帆
活
性
化
セ
ン
タ
ー
）

【
年
長
】
特
賞
＝
久
保
直
樹
（
湊
幼
稚

園
）、
金
賞
＝
樫
野
智
哉
（
伊
加
利
幼
稚

園
）、【
小
学
１
年
】
特
賞
＝
中
尾
美
玖

（
松
帆
）、
金
賞
＝
原
坂
あ
や
の
（
神
代
）、

銀
賞
＝
宇
治
田
幸
（
松
帆
）【
同
２
年
】

特
賞
＝
齋
藤
勇
樹
（
湊
）、
金
賞
＝
平
松

み
き
（
広
田
）、
銀
賞
＝
桑
島
萌
（
西
淡

志
知
）、
銅
賞
＝
松
下
友
亮
（
松
帆
）【
同

３
年
】
特
賞
＝
三
宅
ひ
か
り
（
辰
美
）、

金
賞
＝
福
田
龍
人
（
松
帆
）、
金
賞
＝
永

楽
し
お
り
（
西
淡
志
知
）、
銀
賞
＝
上
田

光
（
洲
本
第
３
）、
銅
賞
＝
箕
浦
智
早
紀

（
松
帆
）【
同
４
年
】
特
賞
＝
中
尾
麻
結

（
同
）、
金
賞
＝
久
保
真
人
（
同
）【
同
５

年
】
特
賞
＝
桐
本
淳
司
（
同
）、
金
賞
＝

永
楽
さ
や
か
（
西
淡
志
知
）、
銀
賞
＝
水

田
貴
士
（
八
木
）、銅
賞
＝
平
松
昌
基
（
広

田
）【
同
６
年
】
特
賞
＝
福
田
み
な
未
（
松

帆
）、
金
賞
＝
向
江
ま
ど
か
（
同
）【
中

学
２
年
】
特
賞
＝
水
田
恵
梨
佳
（
三
原
）

【
同
３
年
】
金
賞
＝
三
宅
沙
也
加
（
御
原
）、

銀
賞
＝
山
田
裕
加
（
同
）、
銅
賞
＝
馬
部

真
衣
（
同
）【
高
校
】
金
賞
＝
和
田
彩
加
（
志

知
）、
銀
賞
＝
居
内
実
生
（
同
）

◆
新
春
将
棋
大
会

　
（
１
月
15
日
・
西
淡
公
民
館
）

【
子
供
の
部
】
①
堀
尊
善
（
潮
美
台
）
②

平
石
力
哉
（
湊
）
③
船
井
慎
二
（
同
）

【
一
般
の
部
】
①
川
原
周
二
（
阿
万
）
②

河
井
達
雄
（
福
良
）
③
上
坂
哲
夫
（
洲

本
市
）

【
有
段
者
の
部
】
①
堀
巌
允
（
潮
美
台
）

②
桝
田
悠
介
（
洲
本
市
）
③
倉
内
一
夫
（
五

色
町
）

● 

● 

●
ご 

案 

内
● 

● 

●

　

こ
の
欄
へ
の
掲
載
は
情
報
課
（
☎
43
・

５
０
０
３
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

Ｍ
典
「
こ
の
た
び
、
人
事
異
動
で

広
報
担
当
か
ら
離
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
」

川
卓
「
Ｍ
典
さ
ん
、
約
６
年
（
西

淡
町
時
代
を
含
む
）
に
わ
た
っ
て

の
広
報
担
当
お
疲
れ
様
で
し
た
」

Ｍ
典
「
こ
れ
ま
で
の
広
報
紙
を
振

り
返
っ
て
み
る
と
、
取
材
等
で
た

く
さ
ん
の
方
々
と
出
会
う
こ
と

が
で
き
、
そ
の
思
い
出
が
走
馬
灯

の
よ
う
に
か
け
め
ぐ
っ
て
き
ま
す

ね
。
あ
っ
失
敗
し
た
苦
い
思
い
出

も
あ
り
ま
す
が･･･

」

川
卓
「
色
々
あ
っ
た
ん
で
す
ね
」

Ｍ
典
「
表
紙
に
は
表
情
豊
か
な
子

ど
も
た
ち
を
飾
ろ
う
と
努
力
し
ま

し
た
ね
。
お
か
げ
で
、
子
ど
も

た
ち
か
ら
『
カ
メ
ラ
の
お
っ
ち
ゃ

ん
』っ
て
言
わ
れ
て
ま
し
た（
笑
）」

川
卓
「
カ
メ
ラ
を
持
た
な
く
な
っ

た
ら
、
た
だ
の
お
っ
ち
ゃ
ん
に
な

り
ま
す
ね
」

Ｍ
典
「
Ｔ
編
集
長
と
と
も
に
、
市

民
の
方
々
が
見
や
す
い
広
報
紙
作

り
に
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
」

川
卓
「
わ
か
り
ま
し
た
。
Ｍ
典
さ

ん
の
熱
い
思
い
を
胸
に
、
引
き
続

き
が
ん
ば
り
ま
す
」

Ｍ
典「
と
こ
ろ
で
、こ
の
コ
ー
ナ
ー

次
回
か
ら
ど
う
す
る
の
？
」

川
卓
「『
川
卓
の
ひ
と
り
言
』
で

し
ょ
う
か
。
さ
み
し
い
な･･･

」
ら
か
室
集
編

臨
時
職
員
等
の
募
集

小
・
中
・
養
護
学
校
の
非
常
勤
職
員

▽
勤
務
内
容　

初
任
者
研
修
に
係
る
授

　

業
の
補
充

▽
報
酬
等　

時
給
２
千
８
百
円
（
予
定
）

　

交
通
費
実
費
支
給
（
限
度
額
あ
り
）

▽
応
募
資
格　

希
望
す
る
校
種
の
教
育

　

職
員
免
許
法
に
定
め
る
小
・
中
・
高

　

等
学
校
教
諭
普
通
免
許
状
の
所
持
者

　

ま
た
は
平
成
18
年
４
月
１
日
ま
で
に

　

取
得
で
き
る
者

▽
願
書
受
付　

３
月
17
日
ま
で
（
土
日

　

祝
日
を
除
く
）

▽
申
込
み  

南
あ
わ
じ
市
教
育
委
員
会

　

学
校
教
育
課
☎
37
・
３
０
１
８

　

ま
た
は
淡
路
教
育
事
務
所
教
育
推
進

　

課
☎
22
・
３
５
４
１

臨
時
学
校
用
務
員

▽
勤
務
時
間　

８
時
〜
17
時
（
土
日
祝

　

日
を
除
く
）

▽
雇
用
期
間　

４
月
１
日
〜
９
月
30
日

　
（
更
新
あ
り
）

▽
採
用
要
件　

50
歳
ま
で
の
市
内
在
住

　

者
で
普
通
自
動
車
運
転
免
許
取
得
者

▽
賃
金　

月
額
14
万
７
百
円
（
交
通
費

　

別
途
支
給
）

▽
勤
務
先　

灘
小
学
校

▽
勤
務
内
容　

給
食
準
備
・
配
膳
、
校

　

舎
内
外
の
清
掃
等

▽
募
集
人
数　

１
名

▽
試
験
方
法　

個
人
面
接

▽
申
込
み　

市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事

　

項
記
入
（
写
真
貼
付
）、
南
あ
わ
じ
市

　

教
育
委
員
会
教
育
総
務
課
（
南
あ
わ

　

じ
市
湊
９
０
―
１
☎
37
・
３
０
１
７
）

　

へ
提
出
、
２
月
15
日
（
必
着
）

給
食
調
理
パ
ー
ト
職
員

▽
勤
務
時
間　

８
時
〜
12
時
（
土
日
祝

　

日
を
除
く
）

▽
雇
用
期
間　

４
月
１
日
〜
９
月
30
日

　
（
更
新
あ
り
）

▽
採
用
要
件　

50
歳
ま
で
の
市
内
在
住

　

者
で
普
通
自
動
車
運
転
免
許
取
得
者

▽
賃
金　

時
給
９
百
円
（
交
通
費
別
途

　

支
給
）

▽
勤
務
先　

南
あ
わ
じ
市
・
洲
本
市
小
中

　

学
校
組
合
給
食
セ
ン
タ
ー
（
広
田
）

▽
勤
務
内
容　

給
食
調
理
等
の
補
助

▽
募
集
人
数　

１
名

▽
試
験
方
法
・
申
込
み　

臨
時
学
校
用

　

務
員
と
同
様

慶
野
松
原
荘
臨
時
職
員

▽
勤
務
時
間　

７
時
30
分
〜
16
時
30
分

　

ま
た
は
13
時
〜
22
時　

週
休
２
日

▽
雇
用
期
間　

４
月
１
日
〜

▽
採
用
要
件　

①
24
歳
以
下
の
南
あ
わ

　

じ
市
在
住
②
高
等
学
校
卒
業
③
普
通

　

自
動
車
免
許
取
得
者

▽
賃
金　

月
額
14
万
７
百
円　

通
勤
手

　

当　

労
働
保
険

▽
勤
務
内
容　

フ
ロ
ン
ト
員

▽
募
集
人
数　

１
名

▽
選
考
方
法　

面
接
試
験

▽
申
込
み　

市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事

　

項
記
入
し
、
慶
野
松
原
荘
（
南
あ
わ

　

じ
市
松
帆
古
津
路
９
７
０
―
６
７
☎

　

36
・
３
３
９
１
）
へ
送
付
も
し
く
は

　

持
参
、
２
月
15
日
（
必
着
）

埋
蔵
文
化
財
調
査
事
務
所
臨
時
職
員

▽
勤
務
時
間　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

　
（
土
日
祝
日
を
除
く
）

▽
雇
用
期
間　

４
月
１
日
〜
翌
年
3
月

　

31
日
（
2
年
更
新
可
能
）

▽
採
用
要
件　

①
大
学
卒
業
以
上
（
考

　

古
学
又
は
歴
史
系
の
学
部
卒
業
も
し

　

く
は
卒
業
見
込
み
）
②
普
通
自
動
車

　

免
許
取
得
者
③
35
歳
ま
で
の
健
康
な
方

▽
賃
金　

月
額
16
万
６
千
円　

社
会
保

　

険　

賞
与

▽
勤
務
内
容　

発
掘
調
査
現
場
で
の
調

　

査
及
び
遺
物
整
理
作
業
の
指
示
・
監
督

▽
募
集
人
数　

４
名

▽
試
験
方
法　

筆
記
、
実
技
試
験
及
び

　

面
接

▽
申
込
み　

市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事

　

項
記
入
（
発
掘
調
査
・
報
告
書
執
筆

　

歴
含
む
・
写
真
貼
付
）
し
、
埋
蔵
文

　

化
財
調
査
事
務
所
（
南
あ
わ
じ
市
神

　

代
国
衙
１
１
０
０
、
☎
42
・
３
８
４

　

９
）
へ
送
付
も
し
く
は
持
参
、

　

２
月
17
日
必
着

保
育
所
パ
ー
ト
職
員

▽
勤
務
時
間　

７
時
〜
９
時
ま
た
は
16

　

時
〜
18
時
（
土
日
祝
日
を
除
く
）

▽
雇
用
期
間　

４
月
１
日
〜
9
月
30
日

　
（
更
新
あ
り
）

▽
採
用
要
件　

保
育
士
の
資
格
取
得
者

　
（
18
年
3
月
卒
業
見
込
み
者
を
含
む
）

▽
賃
金　

時
給
１
千
円　

通
勤
手
当　

　

労
働
災
害
保
険　

▽
勤
務
内
容　

延
長
保
育
担
当
保
育
士

▽
選
考
方
法　

面
接
試
験

▽
申
込
み　

市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事

　

項
記
入
し
資
格
証
明
書
を
添
え
、
福

　

祉
課
（
緑
庁
舎
）
☎
44
・
３
０
０
２

　

へ
２
月
17
日
ま
で
に
持
参

学
童
保
育
指
導
員
の
登
録

▽
制
度
内
容　

学
童
保
育
が
増
設
さ
れ

　

た
場
合
な
ど
は
、
原
則
こ
の
登
録
者

　

か
ら
任
用
し
ま
す

▽
登
録
要
件　

保
育
士
資
格
も
し
く
は

　

各
種
教
員
免
許
の
所
持
者

▽
賃
金　

時
給
９
百
円　

通
勤
手
当

　

雇
用
保
険　

労
働
災
害
保
険　

▽
申
込
み　

市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事

　

項
記
入
し
資
格
証
明
書
を
添
え
、
福

　

祉
課
（
緑
庁
舎
）
☎
44
・
３
０
０
２

　

へ
持
参

 　　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

３月11日（土）午後１時～
文化体育館　（入場無料）
・開会式
・南あわじ市スポーツ賞表彰式
・アトラクション　賀集保育所園児によるはばタンダンス
・記念講演
講師　佐

さい き

伯美香選手
　　　　（プロビーチバレー選手）
演題　「バレーボール人生で学ん
　　　　　だこと　そしてビーチバ
　　　　　レーの魅力」

【講師略歴】
1993年バレーボール全日本代表に選
出され、1996年アトランタ五輪出場。
1997年ビーチバレーに転向。2000年
シドニー五輪出場し、４位入賞と日本過
去最高の成績をおさめる。現在、北京五
輪を目指して、国内外の大会に出場。  佐伯美香　選手

ふれあい健康マラソン大会

ソフトバレーボール大会

グラウンドゴルフ大会

バドミントン体験コーナー

テニス大会

トランポビクス教室

ペタンク大会

沼島ウォーキング

◆時間　13:00～（受付）13:30（開会）
◆場所　淡路ふれあい公園内周回コース
◆種目　【1/10マラソン（約4.2km）】Ⓐ一般男子の部（中学
　生以上）、【1/20マラソン（約2.1km】Ⓑ一般男子の部（中学生
　以上）Ⓒ一般女子の部（中学生以上）Ⓓ少年の部（小学4･5･6
　年）Ⓔ少女の部（小学4･5･6年）、【1/30マラソン（約1.4km）】

　Ⓕファミリーの部（小学３年以下は保護者同伴）

◆申込み　緑地域体育協会（緑公民館内）☎44-3008

◆時間　8:30～（受付）
　　　　9:00（開会）
◆場所　西淡社会教育センター体育館
◆種目　Ⓐトリムの部Ⓑ中学生男
　　　　子の部Ⓒ中学女子の部Ⓓ
　　　　小学６年の部Ⓔ小学５年
　　　　以下の部
◆申込み　西淡地域体育協会（西淡社会
　　　　　教育センター内）☎36-2027

３月12日（日）
・スポーツ大会・教室　（各種目、参加費無料）

参加をお待ちしています！

◆時間　8:30～（受付）、9:00（開会）
◆場所　三原健康広場グラウンド
◆種目　団体戦（6人）
　　　　８ホール１周、最大72チーム
　　　　（先着順）※スタート時間とホール
　　　　　は、申込者へ後日連絡します
◆申込み　三原地域体育協会（三原健康広場内）
　　　　　☎42-5630

◆時間　13:00～（受付）、13:30（開会）
◆場所　沼島周遊コース
　　　　沼島児童公園（総合センター前）スタート
◆その他　参加に係る船代等は、参加
　　　　者負担。土生港から12:50発
　　　　臨時便を運行。※参加者が少なければ
　　　　　　運行しない場合もあります

◆申込み　南淡地域体育協会（南淡公民館内）
　　　　　☎50-3048

◆時間　14:00～ 16:00
　　　　ご自由にご参加ください
◆場所　サンライズ淡路体育館
◆問合せ　緑地域体育協会（緑公民館内）
　　　　　☎44-3008

◆時間　8:30～（受付）9:00（開会）
◆場所　西淡社会教育センターテニスコート
◆種目　ⒶＡクラスの部
　　　　ⒷＢクラスの部Ⓒ初心者の部
◆申込み　西淡地域体育協会（西淡社会教育センター内）
　　　　　☎36-2027

◆時間　13:00～ 16:00
◆場所　三原健康広場体育館
◆問合せ　三原地域体育協会
　　　　　　（三原健康広場内）
　　　　　☎42-5630

◆時間　12:30～（受付）
　　　　13:00（開会）
◆場所　賀集スポーツセンターグラウンド
◆種目　Ⓐトリプルスの部
　　　　Ⓑダブルスの部
◆問合せ　南淡地域体育協会（南淡公民館内）
　　　　　☎50-3048

問い合わせ
南あわじ市体育協会（生涯学習文化振興課内）

☎37-3020　F37-3040



広報 

功
績
が
あ
っ
た
方
に
賞
状
が
伝

達
さ
れ
ま
し
た
。（
関
係
分
の
み
）

◆
兵
庫
県
自
治
賞

　

本　

田　
　

宏
さ
ん（
神
代
）

　

本
田
さ
ん
は
永
年
、
三
原
郡

畜
産
農
業
協
同
組
合
連
合
会
長

を
勤
め
、
淡
路
食
肉
セ
ン
タ
ー

の
建
設
に
あ
た
り
関
係
団
体
と

の
連
絡
調
整
に
努
め
た
ほ
か
、

全
国
和
牛
能
力
共
進
会
で
の
入

賞
な
ど
和
牛
の
改
良
と
振
興
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

◆
淡
路
農
林
水
産
功
労
者
表
彰

　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

【
農
業
】
脇
本　

励
（
広
田
）

魚
﨑　

茂
（
阿
那
賀
）

◆
農
林
水
産
物
等
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

【
果
樹
立
木
】
金
賞
：
山
口　

正

（
灘
）
原
田
富
美
男
（
同
）

【
野
菜
立
毛
】
金
賞
：
矢
内
利
明
（
賀

集
）
平　

恵
一
（
榎
列
）
銀
賞
：

田
浦　

昇
（
松
帆
）

【
乳
質
改
善
】
金
賞
：
川
井
健
次

（
湊
）
銀
賞
：
村
上
文
康
（
賀
集
）

出
口
欽
一
（
志
知
）
銅
賞
：
西
脇

浩
文
（
広
田
）
萩
原
清
人
（
八
木
）

太
田
正
一
（
同
）
高
木
健
次
（
松
帆
）

山
田
光
雄
（
志
知
）

【
し
い
た
け
栽
培
】
銅
賞
：
福
池
義

明
（
神
代
）

【
暮
ら
し
の
ア
イ
デ
ア
展
】
金
賞
：
阿

部
睦
美
（
阿
万
）
銅
賞
：
伊
吹
仁

美
（
松
帆
）
芝
先
あ
つ
子
（
賀
集
）

1415

まちかどトピックス

ま
ち
か
ど
ト
ピ
ッ
ク
ス

地
域
の
催
し
や
明
る
い
話
題
な
ど
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
広
報
係

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☎
43
・
５
０
０
３（
情
報
課
）

　

阿
万
出
身
の
廻
角
隆
平
く
ん

（
神
戸
市
立
神
戸
科
学
技
術
高

校
二
年
）
が
三
月
二
十
一
日
、

東
京
武
道
館
で
開
催
さ
れ
る
全

国
高
校
柔
道
選
手
権
大
会
（
団

体
戦
）
へ
の
出
場
が
決
定
し
ま

し
た
。

　

廻
角
く
ん
は
南
淡
中
学
校
一

年
か
ら
柔
道
を
始
め
、
昨
年

十
一
月
の
兵
庫
県
高
等
学
校
新

人
柔
道
大
会
個
人
の
部
八
十
一

キ
ロ
級
で
優
勝
、
所
属
す
る
同

部
も
団
体
優
勝
し
、
全
国
大
会

へ
の
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

　

淡
路
農
林
水
産
祭
が
一
月

十
五
日
、
伊
弉
諾
神
宮
（
淡
路

市
多
賀
）
で
開
催
さ
れ
、
そ
の

席
上
農
林
水
産
業
の
振
興
と
栽

培
技
術
の
向
上
な
ど
に
顕
著
な

お
め
で
と
う

三
條
八
幡
神
社
・
上
田
八
幡
神
社

一
年
の
安
泰
を
願
い
三さ

ん
ば
そ
う

番
叟

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
発
祥
の
地
、

市
三
條
の
八
幡
神
社
な
ど
で
一
月

二
日
、
淡
路
人
形
座
に
よ
っ
て
三

番
叟
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

人
形
浄
瑠
璃
最
盛
期
の
江
戸

時
代
に
は
、
島
内
に
は
お
よ
そ

四
十
以
上
の
人
形
座
が
あ
り
、
全

国
を
巡
回
公
演
し
て
い
ま
し
た
。

毎
年
正
月
に
は
、
近
く
の
神
社
に

三
番
叟
を
奉
納
し
て
巡
業
の
成
功

祈
り
、
ま
た
家
庭
も
回
っ
て
い
ま

し
た
。
昭
和
四
十
年
以
降
は
一
旦

途
絶
え
て
い
ま
し
た
が
、
淡
路
人

形
座
が
平
成
九
年
に
同
神
社
で
、

昨
年
か
ら
は
上
田
八
幡
神
社
（
神

代
社
家
）
で
復
活
さ
せ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
座
員
ら
が
今
年

一
年
の
天
下
泰
平
、
長
寿
円
満
、

息
災
延
命
、
五
穀
豊
穣
を
願
う

地じ
う
た謡

と
太
鼓
、
鼓
に
合
わ
せ
て
三

体
の
人
形
を
優
雅
に
舞
わ
せ
ま
し

た
。

　

特
大
の
餅
を
抱
え
て
歩
く
距
離

を
競
う
大
鏡
餅
競
争
（
餅
持
ち
）

大
会
が
一
月
十
二
日
、
北
阿
万
筒

井
の
薬
王
寺（
長
谷
川
義
泰
住
職
）

で
行
わ
れ
、
菊
井
洋
輝
さ
ん
（
八

木
養
宜
上
）
が
九
十
四
・
五
メ
ー

ト
ル
を
運
び
六
連
覇
を
飾
り
ま
し

た
。

　

大
鏡
餅
競
争
は
、
厄
除
け
祈
祷

大
祭
の
余
興
と
し
て
昭
和
初
期
か

ら
始
ま
り
、
毎
年
こ
の
日
に
行
わ

　新学期を迎えた榎列小学校（位高正直校長、児童 265人）

では、新年恒例の校内書初め大会が 1月 10日、行われま

した。

　この日は始業式に続いて、１・２年生は耐震工事によっ

て改築された新しい教室で硬筆、３年生以上は体育館に集

合して書初めが行われ、児童らは気持ちを引き締め、一筆

一筆丁寧に書きあげていました。

三原高校巨大地震を想定し防災訓練
阪神淡路大震災から 11年目を迎えた 1月 17日、三原高校では淡

路広域消防事務組合や南あわじ警察署も参加した大規模な防災訓練が

行われました。巨大地震が発生し震度６強を記録、校舎が大きな被害

を受けたと想定し、全校生徒 635 人の避難で訓練開始。校舎に取り

残された生徒は屋上からはしご車で脱出し、グラウンドではバケツリ

レーによる初期消火や負傷者の搬送訓練、3年生によるＡＥＤ（自動

体外式除細動器）を使った心肺蘇生法の救護訓練が行われました。

▲三番叟の奉納（三條八幡神社）

▲「水は半分くらい」との指導を受けたバケツリレー ▲書初めに取り組む児童

榎列小学校新春書初め大会

淡
路
農
林
水
産
祭
で

　
　
　

各
賞
を
表
彰 ▲廻角隆平くん

▲募金を呼びかける交通安全協会婦人部の皆さん

▲約150キロの餅運びに挑戦する出場者

2006.2.1発行

人
形
ま
つ
り
を
開
催
中

島
内
外
の
方
へ
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
を
Ｐ
Ｒ

　

財
団
法
人
淡
路
人
形
協
会
と
南

あ
わ
じ
市
観
光
協
会
で
は
、
冬
の

観
光
地
と
し
て
賑
わ
う
灘
黒
岩
水

仙
郷
と
併
せ
て
人
形
浄
瑠
璃
も
親

し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
二
月
十
二

日
ま
で
「
淡
路
人
形
ま
つ
り
」
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

一
月
一
日
か
ら
八
日
に
は
特
別

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
淡
路
人
形
浄

瑠
璃
館
で
、
獅
子
舞
や
餅
つ
き
、

落
語
家
の
公
演
な
ど
が
行
わ
れ
、

多
く
の
人
が
正
月
気
分
を
味
わ
い

ま
し
た
。

　

淡
路
人
形
座
の
坂
東
千
秋
支
配

人
は
「
島
外
の
観
光
客
だ
け
で
な

く
、
地
元
の
人
に
見
る
機
会
を
増

や
し
、
フ
ァ
ン
を
増
や
し
た
い
」

と
、
同
ま
つ
り
の
Ｐ
Ｒ
を
兼
ね
て

年
末
多
く
の
人
で
賑
わ
う
市
事
代

主
神
社
の
「
歳
の
市
祭
」
や
大
型

量
販
店
で
戎
舞
を
披
露
し
、
来
場

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

ま
つ
り
の
期
間
中
行
わ
れ
て
い

る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
で
は
、
市
内

十
五
か
所
の
観
光
施
設
の
う
ち
三

か
所
（
一
つ
は
淡
路
人
形
浄
瑠
璃

館
）
の
ス
タ
ン
プ
を
集
め
る
と
抽

選
で
座
員
に
よ
る
出
張
戎
舞
や
海

産
物
が
贈
ら
れ
ま
す
。

よ
う
、
学
用
品
な
ど
に
替
え
て
市

内
の
交
通
遺
児
に
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。

　

昨
年
市
内
で
は
死
亡
事
故
が

六
件
発
生
し
、
前
年
よ
り
一
人

増
の
六
人
の
方
が
亡
く
な
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
人
身
事
故
は

三
百
三
十
九
件
、
物
損
事
故
は

千
四
百
九
十
一
件
、
負
傷
者
も

四
百
三
十
二
人
を
数
え
ま
し
た
。

　

依
然
と
し
て
運
転
者
だ
け
で
な

く
歩
行
者
や
自
転
車
利
用
者
の
交

通
マ
ナ
ー
の
悪
さ
が
見
か
け
ら
れ

　

年
越
し
の
準
備
と
参
拝
で
賑
わ

う
市
事
代
主
神
社
の
「
市
の
戎
さ

ん
の
歳
の
市
祭
」
で
、
十
二
月

二
十
八
日
、
南
あ
わ
じ
市
交
通
安

全
協
会
婦
人
部（
江
本
京
子
部
長
）

が
街
頭
に
立
ち
、
交
通
遺
児
育
英

義
金
募
金
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

婦
人
部
員
が
募
金
の
お
願
い

と
、
交
通
事
故
防
止
の
ビ
ラ
を
配

り
、「
よ
い
お
年
を
お
迎
え
く
だ

さ
い
」
と
参
拝
者
ら
に
呼
び
か
け

ま
し
た
。
こ
の
日
、
集
ま
っ
た
義

金
は
、
勉
学
に
励
ん
で
も
ら
え
る

▲戎さんから見物客へつきたてのお餅が振舞われました

て
い
ま
す
。
安
心
で
安
全
な
ま
ち

を
目
指
し
、
一
人
ひ
と
り
が
注
意

に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

れ
て
い
る
新
春
恒
例
の
行
事
。

　

二
段
重
ね
の
餅
と
三
方
を
合
わ

せ
た
重
さ
は
百
五
十
三
・
三
キ
ロ

グ
ラ
ム
。
境
内
の
三
十
メ
ー
ト
ル

を
往
復
し
て
抱
え
歩
く
距
離
を
競

い
ま
す
。

　

今
年
は
島
内
の
ほ
か
、
加
古
川

市
や
徳
島
県
な
ど
か
ら
十
八
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

出
場
者
は
、
ま
わ
し
を
し
め
、

地
元
消
防
団
員
四
人
に
鏡
も
ち
を

乗
せ
て
も
ら
い
、
大
勢
の
見
物
人

の
声
援
を
受
け
な
が
ら
懸
命
に
運

ん
で
い
ま
し
た
。

薬
王
寺
の
大
鏡
餅
運
び

力
自
慢
が
集
合「

戎
さ
ん
の
歳
の
市
祭
」
で
交
通
遺
児
育
英
義
金
募
金

年
末
年
始
の
交
通
事
故
防
止
を
呼
び
か
け
る

廻ま
わ
り
か
ど角
隆
平
く
ん

全
国
高
校
柔
道
大
会
へ
出
場
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平
成
18
年
度

市
町
交
通
災
害
共
済

　

増
え
続
け
る
交
通
事
故
。
万
一

の
時
に
備
え
、
地
域
ぐ
る
み
で
助

け
合
う
「
交
通
災
害
共
済
」
に
家

族
み
ん
な
で
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

▽
掛
け
金　

１
人
５
百
円

▽
補
償　

２
万
円（
10
等
級
事
故
）

〜
最
高
80
万
円
（
１
等
級
事

故
） 

条
件
＝
治
療
に
よ
る
通
院

3
日
以
上
（
10
等
級
事
故
）
〜

▽
申
込
期
限　

３
月
中
旬
（
年
度

途
中
の
加
入
可
）

▽
共
済
期
間　

平
成
18
年
４
月
１

日
〜
平
成
19
年
３
月
31
日

▽
申
込
み　

生
活
環
境
課
☎
43
・

５
０
２
４

市
営
住
宅
入
居
者

◆
政
令
月
収
20
万
円
以
上
対
象

○
さ
く
ら
台
団
地
（
賀
集
）

▽
募
集
戸
数　

１
戸　

や
え
棟
１

―
2
号　

３
Ｄ
Ｋ
（
単
身
不
可
）

▽
建
設
年
度　

平
成
10
年
度

▽
家
賃
月
額　

７
万
４
千
円
〜

７
万
７
千
円

▽
駐
車
料
金　

１
台
に
つ
き
月
額

２
千
５
百
円

◆
受
付
期
間　

２
月
６
日
（
月
）

〜
10
日
（
金
）
※
応
募
多
数
の

場
合
は
抽
選
。
公
開
抽
選
は
２

月
21
日
（
火
）
午
前
10
時
か
ら

西
淡
庁
舎
第
１
会
議
室

◆
申
込
み　

総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

問
都
市
計
画
課
☎
37
・
３
０
１
６

　

※
南
あ
わ
じ
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
中
。（
く
ら
し
の
便

利
帳
↓
都
市
整
備
）

平
成
18
年
度
身
体
障
害
者

訓
練
生

▽
対
象
者　

身
体
障
害
者
で
次
の

条
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い

る
方
。
①
症
状
が
安
定
し
、
介

護
を
必
要
と
し
な
い
②
就
業

の
意
志
を
有
し
、
職
業
的
自
立

が
可
能
③
訓
練
お
よ
び
日
常

生
活
に
支
障
が
な
く
、
集
団
生

活
に
適
応
で
き
る
④
習
得
能

力
と
意
欲
が
あ
る

▽
科
目　

Ｏ
Ａ
シ
ス
テ
ム
科
、
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
ア
ー
ト
科
、
情
報
ビ
ジ

ネ
ス
科
、
イ
ン
テ
リ
ア
Ｃ
Ａ
Ｄ
科

▽
人
数　

各
科
10
名
程
度

　

※
授
業
料
無
料
。
寮
設
備
あ
り

▽
受
付
期
間　

２
月
15
日
（
水
）

〜
３
月
３
日
（
金
）

▽
選
考
日　

３
月
13
日
（
月
）

問
兵
庫
障
害
者
能
力
開
発
校
☎

０
７
２
・
７
８
２
・
３
２
１
０
、

F
０
７
２
・
７
８
２
・
７
０
８
１

ツ
ー
ル
ド
淡
路
参
加
者

▽
日
時　

３
月
12
日
（
日
）
午
後

１
時
〜
５
時

▽
コ
ー
ス　

東
浦
タ
ー
ミ
ナ
ル
パ

ー
ク
〜
あ
わ
じ
花
さ
じ
き
〜
道

の
駅
「
あ
わ
じ
」（
現
地
解
散
）

▽
内
容　

春
の
風
を
感
じ
な
が
ら

自
転
車
で
北
淡
路
を
走
り
ま

す
。
途
中
、
菜
の
花
満
開
の
花

さ
じ
き
や
淡
路
島
公
園
で
レ
ク

リ
エ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
ま
す

▽
対
象　

島
内
の
小
学
４
〜
６
年

生
。
高
校
生
ス
タ
ッ
フ
も
募
集

▽
人
数　

20
人
。
定
員
に
な
り
次

第
締
切

▽
参
加
費　

５
百
円
（
自
転
車
レ

ン
タ
ル
代
含
む
）

▽
申
込
み　

Ｂ
Ｂ
Ｓ
淡
路
地

区
会
事
務
局
（
賀
集
）
☎

０
９
０
・
９
０
９
５
・
３
４
９
３ 

F 

42
・
６
４
５
７

地
元
出
身
・
加
地
亮
選
手
応
援

ス
ク
リ
ー
ン
観
戦

▽
日
時
・
内
容　

２
月
18
日
（
土
）・

サ
ッ
カ
ー
親
善
試
合
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
戦
。
２
月
22
日
（
水
）・

ア
ジ
ア
カ
ッ
プ
予
選
イ
ン
ド

戦
。
と
も
に
午
後
７
時
20
分
〜
。

開
場
は
１
時
間
前

▽
場
所　

西
淡
公
民
館
（
入
場
無
料
）

▽
申
込
み　

南
あ
わ
じ
サ
ッ
カ
ー

　

協
会
・
河
辺
☎
０
９
０
・
３
６

　

２
２
・
８
９
４
３
、
F 

36
・
５

　

５
７
９

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
主
催

『
農
』
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
展
示
会

▽
日
時　

2
月
1
日
（
水
）
〜
8

日
（
水
）

▽
場
所　

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
・
パ
ル
テ
ィ

▽
内
容　
「
身
近
な
『
農
』
を
見

つ
け
よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
県
下

の
小
学
３
・
４
年
生
が
描
い
た

作
品
の
う
ち
、
淡
路
管
内
の
全

作
品
226
点
を
展
示

▽
主
催　

兵
庫
県
農
業
共
済
組
合

連
合
会　

淡
路
出
張
所

情
報
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
in
あ
わ
じ

▽
日
時　

２
月
25
日
（
土
）
午
後

１
時
30
分
〜
４
時
40
分

▽
場
所　

サ
ン
ラ
イ
ズ
淡
路

▽
内
容　

講
演
「
ネ
ッ
ト
時
代
の

新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く

り
」。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
が
取
り
組
ん

で
い
る
先
進
的
な
ま
ち
づ
く

り
の
事
例
発
表
や
意
見
交
換

▽
参
加
費　

無
料
。
定
員
60
名

▽
申
込
み　

兵
庫
県
情
報
政
策
課

☎
０
７
８
・
３
６
２
・
３
０
４
６

家
庭
菜
園
に
お
け
る

野
菜
・
花
づ
く
り
講
習
会

▽
日
時　

２
月
15
日
（
水
）
午
後

１
時
30
分
〜
４
時

▽
場
所　

倭
文
防
災
セ
ン
タ
ー

▽
講
師　

南
淡
路
農
業
改
良
普
及

セ
ン
タ
ー
普
及
員

問
庄
田
農
業
再
生
推
進
協
議
会
事

務
局
☎
46
・
０
３
０
１

し
づ
お
り
朝
市

▽
日
時　

毎
週
日
曜
日
午
前
８
時

〜
11
時
30
分

▽
場
所　

倭
文
ま
ち
づ
く
り
の
丘

（
し
づ
お
り
団
地
上
）

▽
内
容　

地
元
で
と
れ
た
新
鮮
な

野
菜
・
果
物
を
安
値
で
販
売
。

問
し
づ
お
り
朝
市
事
務
局
☎
46
・

０
３
０
１

幡
多
の
朝
市

▽
日
時　

毎
週
日
曜
日
午
前
８
時

30
分
〜
11
時

▽
場
所　

営
農
拠
点
セ
ン
タ
ー
の

横
（
榎
列
上
幡
多
）

▽
内
容　

地
元
で
と
れ
た
新
鮮
な

野
菜
な
ど
を
安
値
で
販
売
。

問
事
務
局
・
安
田
安
義
☎
42
・

２
０
４
７

う
ず
し
お
朝
市

▽
日
時　

２
月
26
日
（
日
）
午
前

９
時
〜
正
午
（
毎
月
第
４
日
曜
）

▽
場
所　

福
良
漁
業
協
同
組
合

　
（
駐
車
場
は
旧
福
良
中
跡
地
）

▽
内
容　

新
鮮
な
魚
介
類
や
海
産

加
工
品
な
ど
を
安
値
で
販
売
。

問
福
良
漁
業
協
同
組
合
☎
52 

・

０
０
６
４

広
田
梅
林
の
清
掃
美
化

▽
日
時　

２
月
15
日
（
水
）
午
前

８
時
〜
約
１
時
間

　

※
一
般
参
加
歓
迎
。
雨
天
中
止

▽
場
所　

広
田
梅
林

問
南
あ
わ
じ
市
観
光
協
会
☎
36
・

４
０
７
９

介
護
教
室 

▽
日
時　

２
月
４
日
（
土
）
午
後

２
時
〜
３
時
30
分

▽
場
所　

三
原
公
民
館

▽
内
容　

家
庭
で
で
き
る
機
能
回

復
訓
練
。
講
師
＝
西
英
紀
（
機

能
回
復
指
導
員
）

▽
対
象
者　

市
内
在
住
の
方

▽
申
込
み　

南
あ
わ
じ
市
在
宅

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
〔
ケ
ア

セ
ン
タ
ー
太
陽
の
家
〕
☎
43
・

３
８
０
３

健
康
診
断
は

洲
本
健
康
福
祉
事
務
所
へ

　

健
康
診
断
書
を
発
行
す
る
健
康

診
断
と
事
業
所
を
対
象
と
し
た
検

診
は
、
淡
路
地
域
に
お
い
て
は
、

洲
本
健
康
福
祉
事
務
所
の
み
で
実

施
し
て
い
ま
す
。
三
原
健
康
福
祉

事
務
所
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

毎
年
、
１
月
〜
３
月
に
、
希
望

者
が
殺
到
し
ま
す
の
で
お
早
め
に

ご
予
約
く
だ
さ
い
。

問
洲
本
健
康
福
祉
事
務
所
健
康
増

進
課
☎
26
・
２
０
６
１

神
戸
空
港
を
発
着
す
る

航
空
機
の
騒
音
等
の
相
談

　

神
戸
空
港
が
2
月
16
日
に
開
港

し
ま
す
。

　

航
空
機
の
騒
音
や
電
波
障
害
が

発
生
し
た
場
合
、
神
戸
市
み
な
と

総
局
神
戸
空
港
管
理
事
務
所
（
☎

０
７
８
・
３
０
６
・
０
２
８
７
＝
土

日
祝
日
を
含
む
午
前
９
時
〜
午
後

６
時
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

小
児
救
急
医
療
相
談

　

子
ど
も
の
急
な
病
気
や
け
が
な

ど
で
お
困
り
の
と
き
に
、
お
電
話

く
だ
さ
い
。（
兵
庫
県
が
開
設
）

▽
☎
０
７
８
・
７
３
１
・
８
８
９
９

▽
相
談
時
間　

平
日
・
土
曜
日
＝

午
後
６
時
〜
午
後
10
時
。
日

曜
・
祝
日
＝
午
前
９
時
〜
午
後

10
時

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で

は
、
専
門
的
な
知
識
を
も
っ
た
看

護
師
や
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法

士
が
お
宅
を
訪
問
し
、
在
宅
で
療

養
さ
れ
る
方
を
医
療
的
な
立
場
か

ら
サ
ポ
ー
ト
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
南
あ
わ
じ
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
中
（
暮
ら
し
の
便
利

帳
↓
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）

問
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

☎
43
・
２
０
７
０

雇
用
・
労
務
の
専
門
家
を
派
遣

　

兵
庫
県
で
は
、
新
た
な
雇
用
制

度
導
入
な
ど
を
検
討
さ
れ
る
企
業

や
労
働
組
合
へ
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

（
学
識
経
験
者
、
中
小
企
業
診
断

士
、
社
会
保
険
労
務
士
な
ど
）
を

派
遣
し
ま
す

▽
費
用　

無
料
（
８
時
間
以
内
）

▽
ご
利
用
の
例　

講
演
会
、
相
談
、

勉
強
会
な
ど

▽
申
込
み　

淡
路
県
民
局
商
工
労

政
課
☎
26
・
２
０
８
７

2006.2.1発行 16 

法律相談（先着８名）
◆内容　市民対象で市顧問弁護士による
◆日時　14日（火）13:30 ～ 16:30
　　　　28日（火）13:30 ～ 16:30
◆場所　三原市民センター１階小会議室
◆申込み　市民課☎43-5023予約必要

就職の悩み相談（キャリアカウンセリング）
◆日時　１、15日（水）13:00 ～ 17:00
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込み　淡路しごと情報広場☎22-3601

高齢者の総合相談
（年金・保険相談）

◆日時　17日（金）9:30 ～ 16:30
◆場所　県洲本総合庁舎
（法律相談）

◆日時　10日 ( 金 )、24日（金）
　　　　ともに 13:00 ～ 15:00
◆場所　県洲本総合庁舎
（申込み）☎0120-36-7830

交通事故相談
（淡路市役所本庁舎）
◆日時　９日（木）10:30 ～ 16:00
◆申込み　☎ 0799-64-0001
（県洲本総合庁舎）
◆日時　16日（木）10:30 ～ 16:00
◆申込み　☎ 0120-36-7830

パソコンで対話する法律相談
◆日時　平日毎週木曜日 13:00 ～ 15:00
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込み　☎ 0120-36-7830

司法書士会による相談
（法律・登記相談）
◆日時　21日（火）10:00 ～ 12:00
◆場所　県洲本総合庁舎
（多重債務者相談）
◆日時　27日（月）10:00 ～ 12:00
◆場所　県洲本総合庁舎
（申込み）
野
のぐちやすし

口泰嗣司法書士事務所☎ 26-3123

あわじ障害者生活支援センター移動相談
場 所 日　時

西淡公民館 ４日(土)13:00～16:00
三原公民館 11日(土)13:00～16:00
南淡公民館 18日(土)13:00～16:00
緑公民館 25日(土)13:00～16:00

◆内容　各種サービス・制度の案内等

◆あわじ障害者生活支援センター

 　☎ 22-5444　F22-5446

2月の無料相談

相　

談

ご
案
内

募　

集
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■文化施設
滝川記念美術館「玉青館」
　☎36-2314
淡路人形浄瑠璃資料館
　☎43-5037
産業文化センター☎38-0201
淡路人形浄瑠璃館☎52-0260
埋蔵文化財調査事務所☎42-3849
■社会体育施設
サンライズ淡路☎45-1411
西淡社会教育センター・
西淡グラウンド☎36-2027
ゆとりっく☎36-5789
サンプール☎42-4994
サイクリングターミナル
　☎42-5310
三原健康広場☎42-5630
B&G南淡海洋センター
　☎52-2404
阿万スポーツセンター
　☎55-0652
賀集スポーツセンター
　☎54-0779
文化体育館☎50-5077
吹上浜野外教育センター
　☎55-0948
■公民館等
緑公民館☎44-3008
西淡公民館☎37-3028
三原公民館☎43-5038
南淡公民館☎50-3048
松帆地区公民館☎36-2137
湊地区公民館☎36-2055
津井地区公民館☎38-0201
丸山地区公民館☎39-0210
阿那賀地区公民館☎39-0011
伊加利地区公民館☎39-0567
西淡志知公民館☎36-5526
榎列公民館☎42-2393
八木地区公民館☎42-5956
市地区公民館☎42-5957
神代地区公民館☎42-5958
三原志知公民館☎42-6343
賀集地区公民館☎54-0331
北阿万地区公民館☎55-0055
阿万地区公民館☎55-0046
灘地区公民館☎56-0001
沼島地区公民館☎57-0001

広報 

今月の
おすすめ図書

●だるまのマーくんとはいたのおばけ
片山健絵／小沢正作（ポプラ社）

だるまのマーくんが森へ
おばけ退治にいくと、で
ろでろでろーんと現れた
のは、歯ブラシがこわいと
いうへんなおばけ。そこで
マーくんは…。

●平成マシンガンズ
　三並夏著（河出書房新社）

緑公民館図書室☎44-3008

●あみものやさんピーヨのプレゼント
おおしまりえ作・絵（岩崎書店）

ひよどりのピーヨは野原の
編み物屋さん。毎年遠く
からやってくる渡り鳥たち
に、今年はどんなプレゼン
ト？渡り鳥たちとピーヨの
やさしくあたたかい物語。

●港町に行こう
　青山誠  文（技術評論社）

三原図書館☎43-5037

●功名が辻〈新装版〉
司馬遼太郎著（文藝春秋）

戦国の動乱期。賢妻として
名高い千代と夫婦手をと
りあい、ついには土佐一国
の大名になった山内一豊
の痛快出世物語。2006
年ＮＨＫ大河ドラマ原作。

●小学生のまんが慣用句辞典
　金田一秀穂監修（学習研究社）

西淡公民館図書室☎37-3028

●きみ、だあれ？
前田まゆみ絵・文（主婦と生活社）

甘えん坊のきみ、だあれ？ 
星空の下のきみ、だあれ？ 
池に隠れているきみだあれ？ 
親子で謎解きしながら、きれ
いなイラストとともに、１２
の動物たちのお話が楽しめ
る。どんな動物たちに、出会
えるのかな？
●明治・大正・昭和天皇の生涯
　　　　　（新人物往来社）

南淡図書館☎53-0234

～本と心のふれあいの場～

みんなの図書館
☆開館時間／9時30分～19時
　ただし、日曜日・祝日は、午後5時まで
　（緑・西淡公民館図書室は土曜日も5時まで）
☆休 館 日／月曜日・祝日の翌日・月末整理日（平日）
　【特別整理（蔵書点検）のための休館】
　緑公民館図書室･･･２月６日（月）まで
　南 淡 図 書 館･･･２月13日（月）～20日（月）

　図書館（室）では、毎月の月末整理
日のほかに年１回、特別整理期間を
とっております。この期間は、所蔵
資料の把握をするために休館日とし、
蔵書点検などを実施しています。

◆蔵書点検とは
　曝書（ばくしょ）ともいい、書物の
虫干しを意味しています。実際には、
棚卸のようなもので、図書館の所蔵
資料（図書・雑誌・視聴覚資料等）を
すべて点検し、資料の状態を確認す
る点検作業です。

◆実際の作業としては
　各館（室）の書架にある本のバー
コードのデータをパソコンで読み取
り、読み取ったデータを突き合わせ
ることにより、「エラーリスト」「不
明資料一覧」が打ち出され、資料デー
タの修正・チェック作業を行います。
　利用者の皆様には大変ご迷惑をお
かけしますが、ご理解とご協力をお
願いします。

特別整理期間について

ま
な
び
の
扉

36
・
２
０
２
７

第
21
回
天
体
観
測
会
・
オ
リ
オ
ン
座
の

ト
ラ
ペ
ジ
ウ
ム
を
見
よ
う
！

▽
日
時　

２
月
18
日
（
土
）
午
後

７
時
〜

▽
場
所　

神
代
小
学
校
校
庭

▽
参
加
費　

大
人
１
０
０
円
、
子

ど
も
無
料

▽
そ
の
他　

子
ど
も
は
保
護
者
同

伴
で
参
加
。
悪
天
候
時
は
室
内

で
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

問
神
代
小
学
校
天
体
観
測
ド
ー

ム
再
建
準
備
会
代
表
・
木
田

徹
☎
０
９
０
・
３
６
１
６
・
３ 

８
２
４

　

　この銅鐸は、貞享３年

（1686）に慶野村（現在の

松帆慶野）の「中の御堂」（県

指定・史跡）から出土した

８個のうちのひとつだと言

われており、慶野地区で保

存・管理されてきました。

　この銅鐸の身は、横帯と

縦帯を３本ずつ田の字型に

交差させた文様で、上下左

右の４つの区分に分けられ

ています。上部左区画には、鹿と思われる四足の獣の文様

が描かれ、これ以外の全ての区画には２個１対の単頭渦巻

き文が描かれています。

 　　　　　問生涯学習文化振興課☎ 37-3020

発
掘
！
い
に
し
え
の
食
文
化

〜
御み

け
つ
く
に

食
国
に
い
た
る
ま
で
〜

　

奈
良
・
平
安
時
代
に
御
食
国
と

呼
ば
れ
た
淡
路
の
中
心
で
あ
る
南

あ
わ
じ
市
に
は
淡
路
国
府
や
国
分

寺
・
国
分
尼
寺
が
お
か
れ
ま
し
た
。

そ
の
奈
良
・
平
安
時
代
ま
で
の
市

内
の
食
文
化
に
関
す
る
発
掘
資
料

を
中
心
に
展
示
。

▽
期
間
・
場
所　

　

２
月
17
日
（
金
）
ま
で
、
淡
路

　

人
形
浄
瑠
璃
資
料
館
。

　

２
月
21
日
（
火
）
〜
３
月
21
日

　
（
火
）、
南
淡
図
書
館

山
田
脩
二
の
軌
跡

写
真
、
瓦
、
炭･･･

展

　

フ
リ
ー
カ
メ
ラ
マ
ン
か
ら
淡
路

瓦
師
（
カ
ワ
ラ
マ
ン
）
へ
転
進
し
、

独
自
の
創
作
活
動
を
続
け
る
山
田

脩
二
さ
ん
（
津
井
在
住
）
の
写
真

や
瓦
な
ど
を
展
示
。

▽
期
間　

２
月
４
日
（
土
）
〜
３

月
19
日
（
日
）

▽
開
館
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後

６
時
。
金
・
土
曜
は
午
後
８
時

ま
で
。
月
曜
は
休
館

▽
場
所　

兵
庫
県
立
美
術
館
（
神

戸
市
中
央
区
）

▽
そ
の
他　

山
田
さ
ん
と
安
藤
忠

雄
さ
ん
（
建
築
家
）
と
の
ト
ー

ク
シ
ョ
ー
や
舞
踊
公
演
な
ど

の
関
連
事
業
も
開
催
。
詳
し
く

は
県
立
美
術
館
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
兵
庫
県
立
美
術
館
☎
０
７
８
・ 

２
６
２
・
０
９
０
１

玉
青
館
の
展
覧
会

◆
館
蔵
作
品
展
Ⅱ

▽
期
間　

２
月
26
日
（
日
）
ま
で

▽
内
容　

全
長
10
ｍ
を
超
え
る
大

画
面
に
、
米
ソ
冷
戦
時
代
に
世

界
平
和
を
願
い
、
２
頭
の
唐
獅

子
が
戯
れ
る
様
子
を
描
い
た

「
双そ

う

し

き

ぎ

の

ず

獅
喜
戯
之
図
」
を
は
じ
め
、

鳴
門
海
峡
の
豪
快
な
渦
潮
を

描
い
た
「
海か
い
も
ん
こ
う
げ
つ

門
更
月
」
な
ど
直

原
芸
術
の
魅
力
あ
ふ
れ
る
作

品
を
紹
介
し
ま
す

問
玉
青
館
☎
36
・
２
３
１
４

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

◆
テ
ー
マ
展
示
（
大
展
示
室
）

　

義よ
し
つ
ね
せ
ん
ぼ
ん
ざ
く
ら
だ
い
も
つ
う
ら

経
千
本
桜
大
物
浦
の
段
、

傾け
い
せ
い
あ
わ
の
な
る
と
じ
ゅ
ん
れ
い
う
た

城
阿
波
鳴
門
順
礼
歌
の
段

◆
地
域
文
化
財
展
「
み
け
つ
国
発

見
〜
豊
穣
の
国
・
淡
路
〜
」

　

２
月
17
日
（
金
）
ま
で

◆
川
原
金き
ん
ぽ
う鳳
展

　

２
月
21
日
〜
。
淡
路
浄
曲
界
に

偉
大
な
業
績
を
残
し
な
が
ら

天
逝
し
た
金
鳳
太
夫
を
偲
ぶ

遺
品
の
数
々
を
展
示

◆
淡
路
人
形
写
真
展

　

２
月
14
日
（
火
）
ま
で

◆
吉
田
憲
三
絵
画
展

　

２
月
16
日
（
木
）
〜

　

公
民
館
絵
画
講
座
で
も
活
躍
中

の
作
者
の
淡
路
人
形
絵
画
・
仏

画
等
力
作
を
多
数
展
示

問
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館
☎

43
・
５
０
３
７

西
淡
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
・

西
淡
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会

▽
日
時　

２
月
12
日
（
日
）
午
前

９
時
〜
正
午
。
雨
天
中
止

▽
コ
ー
ス　

湊
港
埋
立
地
〜
湊
商

店
街

　

※
交
通
規
制
へ
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す

問
西
淡
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
☎

袈け

さ

だ

す

き

も

ん

裟
襷
文
銅ど

う
た
く鐸

（
国
指
定
）

７
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 5      ６     ７       8      9     10    11

12    13   14     15    16     17    18    

19    20    21    22    23     24    25

26 　27    28

●２月の図書館カレンダー
日 月 火 水 木 金 土

※○はおやすみです月末日

　トレーニングルームを利用する場合、初回
のみこの講習会を受講していただきます
●対象者　16歳以上
●講習会受講料　500円
●１講習会定員　６名（完全予約制）
●講習時間　約１時間30分
●利用料金　200円（２回目以降）
※申込みは２月３日（金）午前８時30分
　から電話で受付します。☎ 50-5077
※お子様連れでの受講はご遠慮ください

月日 曜日 第１講習時間 第２講習時間

２月 12日 日 10:30 ～ 14:00 ～

２月 17日 金 13:30 ～ 18:30 ～

２月 25日 土 10:30 ～ 14:00 ～

初回トレーニング講習会
受講者募集

シリーズ
郷
土
の
誇
り
淡
路
人
形
絵
画

平
野
さ
ん
が
寄
贈

　

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
発
祥
の
地
、

市
三
条
出
身
の
平
野
隆
三
さ
ん

（
神
戸
市
）
か
ら
、一
月
五
日
「
淡

路
人
形
」
を
描
い
た
油
絵
の
寄
贈

を
受
け
、
中
田
勝
久
市
長
か
ら
感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

贈
ら
れ
た
絵
画
は
、
淡
路
人
形

浄
瑠
璃
資
料
館
ロ
ビ
ー
に
掲
げ
ら

れ
ま
す
。
中
田
市
長
は
「
多
く
の

人
に
鑑
賞
し
て
い
た
だ
き
、
人
形

浄
瑠
璃
の
伝
承
に
役
立
て
て
い
き

ま
す
」
と
感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。

祈
り
の
絵
・
淡
路
の
絵
馬

永
田
さ
ん
が
著
書
を
寄
贈

　

洲
本
市
文
化
財
調
査
員
の
永
田

誠
吾
さ
ん
か
ら
、
淡
路
島
内
の
絵

馬
を
調
査
し
自
ら
執
筆
し
た
「
祈

り
の
絵
・
淡
路
島
の
絵
馬
」（
全

三
百
八
十
七
頁
）
三
十
六
冊
を
寄

贈
を
受
け
ま
し
た
。

　

著
書
に
は
淡
路
島
全
域
の
寺
社

に
奉
納
さ
れ
た
絵
馬
の
ほ
と
ん
ど

が
網
羅
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
本
は
、
市
内
全
て
の
小
・

中
学
校
、
図
書
館
お
よ
び
公
民
館

に
配
ら
れ
、
先
人
の
心
を
知
る
資

料
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

▲寄贈作品を中田市長に説明する平野さん（左）

▲永田さんと著書
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心のかけはし
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結婚

夫氏名（地区） 妻氏名（地区） 届出日

柏木　一樹（福　良）

谷池　一真（津　井）

村上　明良（阿　万）

増見　貴志（広　田）

岩崎　文哉（愛知県）

西村　忠幸（洲本市）

小林　健太（福　良）

宗田　英史（福　良）

棚田　均司（倭　文）

江本　辰典（阿　万）

坂口　辰也（榎　列）

福原　則子（福　良）

長尾　亜希（福　良）

打越　麻里（淡路市）

森西香永子（阿　万）

野上　順子（淡路市）

橋倉　視保（松　帆）

桐原　佳江（福　良）

池田ますみ（福　良）

多田多津子（洲本市）

中西　京子（福　良）

西村かおり（榎　列）

12月 25日

１ 月 １ 日

１ 月 ３ 日

１ 月 ８ 日

１ 月 ８ 日

１ 月 11 日

１ 月 11 日

１ 月 11 日

１ 月 11 日

１ 月 15 日

１ 月 17 日

平成18年１月19日までの受付分（敬称略）
※この欄への掲載を希望しない人は、届け出のときに窓口へお申し出ください。

赤ちゃん
性
別

保護者 地区 出生日

久保田大
たいき

貴

遠藤　晋
のぶかつ

功

谷間　詩
しおん

音

鷄内菜
な な こ

々子

東良　真
ま な

奈

田　蒼
そうま

真

炬口　颯
そうま

馬

島田　智
ともき

基

河野　　海
かい

庄野　硫
りゅうき

稀

田村　華
か ほ

朋

樫木　遼
りょうま

馬

秦　　暖
あつき

貴

不動　拓
たくみ

海

三宅　利
り く

空

三宅　祥
しょうせい

生

濱口　乃
の あ

綾

神田　芹
せりな

那

阿部　獅
しりゅう

立

原　　蒼
あおい

泉

山野　愛
あ い

依

木村　凜
り く

空

寺岡　幸
ゆきや

哉

奥野　悠
ゆうと

斗

齊藤　瑠
る な

菜

岡田　大
たいと

翔

樋口　龍
りゅうしん

慎

長舩　夢
の あ

空

原　　颯
そうた

太

正木　大
たいせい

晟

入谷　恭
きょうすけ

輔

小林　　凜
りん

榎本　望
みらい

来

山　裕
ゆうすけ

介

稲井　　翼
つばさ

川渕　迅
はやと

人

冨本　陽
ひ な

菜

冨士元真
まあく

紅

前川　洸
こうき

稀

男

男

男

女

女

男

男

男

男

男

女

男

男

男

男

男

女

女

男

男

女

男

男

男

女

男

男

女

男

男

男

女

女

男

男

男

女

男

男

幸 弘

真 弘

昭 太

伸 二

弘

純 一

吉 秀

完

繁

真 隆

光

真 仁

伸 行

英 二

栄 二

洋 史

重 樹

敦 司

政 之

拓 生

元 久

大

智 行

直 樹

幸 二

健

慎 司

哲 士

護

雅 之

友 章

貞 仁

清 和

治 幸

良 典

健 右

紘 之

秀 樹

浩 一

榎 列

北阿万

賀 集

京都府

八 木

市

市

市

福 良

倭 文

神 代

神 代

榎 列

広 田

榎 列

潮美台

松 帆

倭 文

鹿児島県

福 良

倭 文

沼 島

松 帆

榎 列

伊加利

榎 列

榎 列

福 良

市

市

神 代

八 木

神 代

北阿万

市

市

松 帆

榎 列

神 代

12 月 ３日

12月12日

12月12日

12月12日

12月13日

12月15日

12月15日

12月16日

12月18日

12月18日

12月19日

12月20日

12月21日

12月22日

12月22日

12月23日

12月26日

12月26日

12月26日

12月27日

12月27日

12月28日

12月30日

12月31日

１ 月 １ 日

１ 月 ２ 日

１ 月 ２ 日

１ 月 ２ 日

１ 月 ３ 日

１ 月 ４ 日

１ 月 ５ 日

１ 月 ６ 日

１ 月 ７ 日

１ 月 ８ 日

１月 11 日

１月 11 日

１月 11 日

１月 11 日

１月 13 日

出生

み ど り（☎44-3008）開設日：月・火・水・金 
せいだん（☎37-3028）開設日：月・火・木・金 
み は ら（☎42-7703）開設日：火・水・木・金 
なんだん（☎50-3048）開設日：月・火・水・金 

■南あわじ市子育て学習センター 

午前9時～ 
午後1時 

【開設時間】 

2006.2.1発行21

ハ
ー
ト
ブ
リ
ッ
ジ
・
メ
ン
バ
ー
ズ

  

子
は
親
の
鏡

道
徳
・
倫
理
が
国
を
救
う

●人　口 54,231人（前月比－51人）
　（男）　 26,179人（前月比－24人）
　（女）　 28,052人（前月比－27人）
●世帯数 18,025世帯（前月比－19世帯）

※平成18年1月1日現在

ま
ち
の
動
き

　

け
な
さ
れ
て
育
つ
と
、
子
ど
も

は
人
を
け
な
す
よ
う
に
な
る
。

　

と
げ
と
げ
し
た
家
庭
で
育
つ
子

ど
も
は
乱
暴
に
な
る
。

　

不
安
な
気
持
ち
で
育
て
る
と
、

子
ど
も
も
不
安
に
な
る
。・
・
・『
子

は
親
の
鏡
』
ド
ロ
シ
ー
・
ロ
ー
・

ノ
ル
ト
著
よ
り
。

　

子
育
て
は
不
安
だ
ら
け
と
言
う

お
母
さ
ん
の
声
を
よ
く
耳
に
し
ま

す
。
で
も
、

　

励
ま
し
て
あ
げ
れ
ば
、
子
ど
も

は
自
信
を
持
つ
よ
う
に
な
る
。

　

広
い
心
で
接
す
れ
ば
、
キ
レ
る

子
ど
も
に
は
な
ら
な
い
。

　

誉
め
て
あ
げ
れ
ば
、
子
ど

も
は
明
る
い
子
に
育
つ
。

と
も
書
か
れ
て
い
ま
す
。
短

い
言
葉
で
す
が
真
理
を
付
い

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

テ
レ
ビ
、
ビ
デ
オ
、
ゲ
ー

ム
な
ど
の
影
響
を
恐
れ
る
前

に
、
ま
ず
自
分
自
身
と
子
ど

も
と
の
接
し
方
を
見
つ
め
な

お
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
そ
し

て
不
安
が
ら
ず
に
、
家
庭
の

ル
ー
ル
を
決
め
て
、
ゆ
っ
く

り
と
子
ど
も
の
成
長
を
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。

（
子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー
み

は
ら　

沼
田
陽
子
）

▼
凧
あ
げ
（
子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー
み
は
ら
）

　

幼
児
教
育
を
一
年
な
い
し
二
年
義
務

化
す
る
案
が
文
科
省
で
検
討
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
元
日
に
新
聞
報
道
さ
れ
ま
し

た
。
学
力
低
下
や
い
じ
め
、
不
登
校
、

学
級
崩
壊
な
ど
の
問
題
を
踏
ま
え
て
の

思
惑
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
賛
否
は

別
に
し
て
、
子
ど
も
に
ど
の
よ
う
な
影

響
を
及
ぼ
す
の
だ
ろ
う
か
と
、
た
い
へ

ん
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

制
度
を
改
革
す
る
こ
と
も
大
切
で
あ

り
ま
す
が
、
教
育
は
制
度
で
は
な
く
中

身
が
問
題
で
す
。
子
ど
も
た
ち
が
人
間

と
し
て
何
を
学
び
、
い
か
に
生
き
よ
う

と
し
て
い
く
か
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

　

い
ま
、
中
国
で
は
、
儒
教
を
徳
目
と

し
て
取
り
戻
さ
な
い
と
国
家
は
衰
亡
し

て
い
く
と
い
う
危
機
感
に
立
ち
、
儒
教

復
興
に
力
を
入
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

小
学
校
で
論
語
を
学
ぶ
学
校
が
増
え
て

い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
儒
教
と
は
、

孔
子
を
祖
と
す
る
中
国
古
来
の
政
治
・

道
徳
の
教
え
で
す
。

心
棒
の
ゆ
が
ん
だ
扇
風
機

　

日
本
は
行
き
着
く
と
こ
ろ
ま
で
行
か

な
い
と
、ど
う
に
も
な
ら
な
い
の
で
し
ょ

う
か
。
そ
れ
で
は
遅
す
ぎ
ま
す
。
取
り

返
し
の
つ
か
な
く
な
っ
て
か
ら
で
は
、

ど
う
に
も
な
り
ま
せ
ん
。

　

扇
風
機
が
右
に
左
に
首
を
振
り
、
回

り
続
け
、
心
地
よ
い
風
を
送
っ
て
く
れ

る
の
は
心
棒
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
か

ら
で
す
。
心
棒
が
ゆ
が
ん
で
い
て
は
、

子
ど
も
も
ま
っ
と
う
に
育
ち
ま
せ
ん
。

　

ウ
ソ
、
偽
物
、
間
違
い
だ
ら
け
の
中

で
子
ど
も
た
ち
は
手
本
を
失
い
、
何

を
信
じ
て
よ
い
か
分
か
ら
な
い
で
い

ま
す
。
こ
の
ぐ
じ
ゃ
ぐ
じ
ゃ
に
な
っ

た
日
本
の
現
状
を
立
て
直
す
た
め
に

必
要
な
の
は
、
ち
ゃ
ん
と
し
た
心
棒

を
育
て
る
た
め
の
道
徳
教
育
で
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
が

元
凶
で
す
か
ら
。

米
百
俵
を
換
金
し
て

　

幕
末
、
長
岡
藩
に
小
林
虎
三
郎
と

い
う
人
物
が
い
ま
し
た
。
薩
長
を
中

心
と
す
る
倒
幕
派
勢
力
と
の
戦
い
を

さ
け
る
こ
と
に
失
敗
し
戦
い
に
敗
れ

た
長
岡
藩
は
、
取
り
潰
し
は
免
れ
た

も
の
の
減
石
さ
れ
貧
乏
の
ど
ん
底
に

あ
え
い
で
い
ま
し
た
。
見
る
に
見
か

ね
た
分
家
に
あ
た
る
三
根
山
藩
が
米

百
俵
を
長
岡
藩
に
贈
っ
た
の
は
明
治

三
年
の
春
の
こ
と
で
す
。
藩
の
復
興

の
原
動
力
を
教
育
に
求
め
て
い
た
虎

三
郎
は
、
そ
の
米
百
俵
を
換
金
し
て

学
校
を
建
て
、
子
ど
も
た
ち
を
立
派

な
人
間
に
仕
上
げ
た
い
と
命
を
賭
け

た
の
で
す
。『
学
校
を
つ
く
り
人
間

を
育
成
す
る
こ
と
こ
そ
、
長
岡
藩
を

復
興
さ
せ
、
ひ
い
て
は
日
本
を
根
底

か
ら
つ
く
り
直
す
政
治
の
最
重
要
事

な
の
だ
』
と
。
小
林
虎
三
郎
が
提
起

し
た
「
米
百
俵
」
問
題
は
、
ま
さ
に

現
代
へ
の
問
題
提
起
な
の
で
す
。

人
が
つ
な
が
る
社
会
こ
そ

　

今
は
亡
き
渓
神
光
玄
先
生
（
阿
万

神
宮
寺
住
職
）
の
講
演
で
学
ん
だ
こ

と
、そ
れ
は「
と
」の
世
界
で
は
な
く
、

「
の
」
の
世
界
を
取
り
戻
す
こ
と
で

あ
り
ま
し
た
。「
の
」
は
、
二
つ
の

も
の
が
一
つ
に
な
る
一
体
感
、
信
頼

感
の
世
界
で
す
。そ
れ
に
対
し
、「
と
」

の
世
界
は
、
二
元
的
す
な
わ
ち
、
二

つ
の
異
な
っ
た
も
の
、
二
つ
の
場
所

ま
た
別
々
の
世
界
で
あ
り
、
そ
れ
は

対
立
的
世
界
を
指
し
て
い
ま
す
。

　

戦
前
の
日
本
は
「
の
」
の
時
代
で

し
た
。
す
な
わ
ち
、
先
生
の
生
徒
、

生
徒
の
先
生
、
親
の
子
、
子
の
親
、

地
域
の
子
ど
も
た
ち
、
子
ど
も
た
ち

の
地
域
、
と
い
う
関
係
だ
っ
た
の
で

す
。
と
こ
ろ
が
、
戦
後
の
六
十
年
間

は
、
こ
れ
ら
の
関
係
を
、
先
生
と
生

徒
、
親
と
子
、
地
域
と
子
ど
も
た
ち
、

と
い
う
「
と
」
の
時
代
に
し
て
し
ま

っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ

れ
が
、
少
年
犯
罪
や
子
ど
も
の
諸
問

題
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

支
え
、
支
え
ら
れ
る
と
い
う
人
と

人
の
つ
な
が
り
を
回
復
し
、「
の
」

の
世
界
で
あ
る
、
人
々
が
強
い
信
頼

関
係
や
規
範
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結

ば
れ
た
社
会
を
み
ん
な
で
築
い
て
い

く
努
力
こ
そ
、
子
ど
も
た
ち
を
守
り

育
て
て
い
く
力
で
す
。

　
「
ハ
ー
ト
・
ブ
リ
ッ
ジ
・
メ
ン
バ

ー
ズ
運
動
」
す
な
わ
ち
「
地
域
の
お

じ
さ
ん
・
お
ば
さ
ん
運
動
」
は
、
こ

の
「
の
」
の
世
界
の
回
復
を
目
指
し

て
い
る
の
で
す
。



広報 

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
は

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
ウ
ィ
ル
ス
に
感
染
し
て

お
こ
る
病
気
で
す
。
通
常
、
ウ
ィ

ル
ス
は
、
例
え
ば
ヒ
ト
か
ら
ヒ
ト

へ
な
ど
、同
種
間
で
感
染
し
ま
す
。

し
か
し
ウ
ィ
ル
ス
の
性
質
が
変

わ
る
（
変
異
す
る
）
こ
と
に
よ
っ

て
、
こ
れ
ま
で
、
ヒ
ト
に
感
染
し

な
か
っ
た
ウ
ィ
ル
ス
が
ヒ
ト
に
感

染
し
、
さ
ら
に
は
ヒ
ト
か
ら
ヒ
ト

へ
感
染
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
変
異
し
た
ウ
ィ
ル
ス
を
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
ィ
ル
ス
と

い
い
、
そ
の
ウ
ィ
ル
ス
で
起
こ
る

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
と
い
い
ま
す
。

　

世
界
的
に
流
行
し
た
、
大
正
七

年
の
「
ス
ペ
イ
ン
か
ぜ
」
や
昭
和

三
十
二
年
の
「
ア
ジ
ア
か
ぜ
」、

昭
和
四
十
三
年
の
「
香
港
か
ぜ
」、

昭
和
五
十
二
年
の
「
ソ
連
か
ぜ
」

は
い
ず
れ
も
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
で
、
多
く
の
死
亡
者
を
出
し
ま

し
た
。新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、

十
年
〜
四
十
年
の
周
期
で
流
行
す

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生

し
た
場
合
、
基
本
的
に
す
べ
て
の

人
々
は
、
そ
の
ウ
ィ
ル
ス
に
対
し

て
抵
抗
力
（
免
疫
）
を
も
た
な
い

た
め
、
広
範
に
か
つ
急
速
に
広
が

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、

人
口
の
増
加
や
都
市
へ
の
人
口
集

中
、
飛
行
機
な
ど
の
発
達
な
ど
か

ら
、
短
期
間
に
地
球
全
体
に
ま
ん

延
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

世
界
的
流
行
を
阻
止
す
る
こ
と

は
非
常
に
困
難
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
最
近
の
研
究
で
は
、
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
生
初
期
に

お
い
て
、
そ
の
範
囲
が
限
定
さ
れ

て
い
る
場
合
に
は
、
抗
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ウ
ィ
ル
ス
薬
の
内
服
と
移

動
の
規
制
で
、
流
行
の
拡
大
を
遅

ら
せ
、
次
の
対
策
を
と
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
初
め
て
発
生
す
る
地

域
で
、
早
期
に
発
見
し
、
適
切
な

対
応
を
と
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
は

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
ィ
ル
ス
は

自
然
界
で
カ
モ
や
ア
ヒ
ル
な
ど
の

水
鳥
を
中
心
に
多
く
の
鳥
類
に
感

染
し
ま
す
。
そ
れ
を
鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
と
い
い
ま
す
。
ま
た
、
鳥

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
な
か
で
も
ニ

ワ
ト
リ
や
カ
モ
な
ど
が
死
亡
す
る

重
篤
な
症
状
を
き
た
す
も
の
を
、

高
病
原
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
い

い
、
そ
の
原
因
と
な
る
ウ
ィ
ル
ス

を
高
病
原
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ウ
ィ
ル
ス
と
い
い
ま
す
。

　

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
ィ
ル
ス

は
、
通
常
ヒ
ト
に
感
染
し
ま
せ
ん

が
こ
れ
ま
で
タ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
の
東
南
ア
ジ

ア
を
中
心
に
、
百
三
十
二
人
が
発

症
し
、
六
十
八
人
の
死
者
が
で

て
い
ま
す
（
平
成
十
七
年
十
一
月

二
十
五
日
現
在
）。

感
染
を
予
防
す
る
に
は

　

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
こ
れ
ま

で
鶏
肉
や
鶏
卵
を
食
べ
る
こ
と

で
、
人
に
感
染
し
た
と
い
う
事
例

報
告
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め

食
品
の
観
点
か
ら
は
鶏
卵
や
鶏
肉

に
つ
い
て
特
段
の
措
置
は
必
要
な

い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
な
お
、
鶏

卵
は
「
生
（
な
ま
）」
で
食
べ
る

こ
と
が
健
康
を
そ
こ
な
う
お
そ
れ

が
あ
る
と
の
報
告
が
こ
れ
ま
で
あ

り
ま
せ
ん
が
、
不
安
の
方
は
、
過

熱
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

鶏
肉
は
十
分
加
熱
し
て
食
べ
て
く

だ
さ
い
。
未
加
熱
ま
た
は
過
熱
不

十
分
で
食
べ
る
こ
と
は
、
食
中

毒
の
観
点
か
ら
お
勧
め
で
き
ま
せ

ん
。

　

通
常
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
感
染

し
た
人
の
咳
、
く
し
ゃ
み
、
つ
ば

な
ど
と
と
も
に
放
出
さ
れ
た
ウ
ィ

ル
ス
を
吸
入
す
る
こ
と
で
感
染
し

ま
す
。
そ
の
た
め
、
外
出
後
の
う

が
い
や
手
洗
い
、マ
ス
ク
の
着
用
、

流
行
地
へ
の
渡
航
、
人
ご
み
や
繁

華
街
へ
の
外
出
を
控
え
る
こ
と
が

重
要
で
す
。
ま
た
十
分
に
休
養
を

と
り
、
体
力
や
抵
抗
力
を
高
め
、

日
ご
ろ
か
ら
バ
ラ
ン
ス
よ
く
栄
養

を
と
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
現
状

で
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
出

現
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
出
現
し
た

場
合
も
通
常
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

と
同
様
に
感
染
防
御
に
努
め
る
こ

と
が
重
要
で
す
。

いきいき健康生活
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い
き
い
き
健
康
生
活

●緑保健福祉センター
☎44-3009
●西淡保健センター
☎37-3029
●三原保健センター
☎43-5039
●南淡福祉保健センター
☎ 50-2122
●健康課
☎44-3004

 ■休日応急診療所（広域消防南淡分署☎53-1536）
診察日 9：00～16：30 19：00～22：30

２月５日（日） 鈴 木 俊 示 医師 斉 藤 雅 文 医師

２月11日（土） 大 鐘 稔 彦 医師 穀 内 純 江 医師

２月12日（日） 斉 藤 雅 文 医師 赤 池 賢 次 郎 医師

２月19日（日） 宮 崎 美 枝 医師 畑 田 卓 也 医師

２月26日（日） 大 森 弘 之 医師 馬 部 樹 也 医師

 ■時間外診療病院
曜日 病　　院　　名 曜日 病　　院　　名

月 平 成 病 院
☎ 42 - 5335 木 翠 鳳 第 一 病 院

☎ 45 - 0099

火
平 成 病 院
☎ 42 - 5335 金 中 林 病 院

☎ 42 - 6200
八 木 病 院
☎ 42 - 6188 土 翠 鳳 第 一 病 院

☎ 45 - 0099

水
中 林 病 院
☎ 42 - 6200 ●平日は午後6時から午後11時まで

●土曜日は午後1時から 
午後11時まで南 淡 路 病 院

☎ 53 - 1553

2月の健康カレンダー

2006.2.1発行

内　　　容 日 曜日 受付時間 場　　所
強い歯・幼児フッ素塗布
（平成14年11月・15年5月生）

7 火 13:15～13:30

緑保健福祉センター
２歳児歯科健診

（平成15年11月生）
3 金 13:15～13:30

母親学級（前期） 9 木 13:30～14:00
コアラ教室 23 木   9:30～11:00

育児相談
（平成16年 12月生・
平成17年 7月生）

1 水 13:30～14:30 三原保健センター
2 木 〃 緑保健福祉センター
13 月 〃 西淡保健センター
27 月 〃 南淡福祉保健センター

１歳６か月児健康診査
（平成16年 7月・8月生）

8 水 13:30～13:45 三原保健センター
10 金 〃 南淡福祉保健センター
14 火 〃 緑保健福祉センター

10か月児健康診査
（平成17年 4月生）

15 水 13:30～13:45 三原保健センター
17 金 〃 南淡福祉保健センター
21 火 〃 西淡保健センター

４か月児健康診査
（平成17年 10月生）

22 水 13:30～13:45 三原保健センター
24 金 〃 南淡福祉保健センター
28 火 〃 緑保健福祉センター

※健康カレンダーは南あわじ市ホームページの「イベントカレンダー」からでも
　ご覧いただけます。アドレスは、http://www.city.minamiawaji.hyogo.jp/

診察日 担当医師

２月５日（日） 田 中 一 宏 医師

２月11日（土） 植 村 幹 二 郎 医師

２月12日（日） 坂 口 実 奈 子 医師

２月19日（日） 田 中 一 宏 医師

２月26日（日） 富 本 康 仁 医師

 ■休日小児救急診療（県立淡路病院）

※受診前に電話をおかけください（☎23ｰ2700）
※担当医は都合により変更になることもあります

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど

新
型
ウ
イ
ル
ス
っ
て
何
？

日 曜日 受付時間 場　　所

17 金 14:30～16:00 南淡福祉保健センター

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
変
異

す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
高

病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
症

状
と
し
て
は
、
発
熱
や
咳
な
ど
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
様
の
症
状
に

加
え
、
六
○
％
以
上
の
感
染
者
に

下
痢
の
症
状
が
見
ら
れ
ま
す
。
ま

た
結
膜
炎
、
呼
吸
器
症
状
や
多
臓

器
不
全
に
到
る
重
症
ま
で
様
々
な

症
状
が
み
ら
れ
、
死
亡
の
主
な
原

因
は
肺
炎
で
し
た
。
し
か
し
、
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
ィ
ル
ス
に

変
異
し
た
場
合
、
そ
の
症
状
の
程

度
は
現
在
の
と
こ
ろ
予
測
す
る
こ

と
が
困
難
で
す
。

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
に

関
す
る
情
報
は
厚
生
労
働
省
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w
w
w
.

m
h
lw
.go
.jp
/

）
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　

内容 日 曜日 時間 場所
ヘルシークッキング教室 8 水   9:30 ～ 12:00

南淡福祉保健センター
男 の 料 理 教 室 17 金   9:30 ～ 11:00
食 生 活 改 善 教 室

21 火  10:00 ～ 12：30 三原保健センター         
男 の 料 理 教 室

内容 日 曜日 時間 場所

健康相談

1 水   9:30 ～ 11:00 南淡福祉保健センター
1 水 13:30 ～ 15:00 湯の川荘
2 木   9:30 ～ 11:00 ふくら荘
2 木 10:00 ～ 11:00 万松園
6 月   9:00 ～ 11:00 緑老人福祉センター
6 月 〃 三原保健センター        
6 月 13:30 ～ 15:00 西淡保健センター
7 火 10:00 ～ 11:00 灘開発総合センター
8 水   9:30 ～ 11:00 北阿万農村環境改善センター
13 月   9:00 ～ 11:30 しづおり館
20 月   9:00 ～ 11:00 三原保健センター        
23 木 〃 仁尾荘

糖尿病相談 14 火 9:00 ～ 11:00 南淡福祉保健センター
個別健康教室 27 月 9:00 ～ 12:00 三原保健センター

内容 日 曜日 時間 場所
ダンベル体操＆エア
ロビクス教室

6 月 13:30 ～ 15:00
緑保健福祉センター

20 月 〃

体ほぐし体操教室
２ 木 14:15 ～ 15:15

三原保健センター
16 木 〃

ダンベル教室 14 火 13:30 ～ 15:00 南淡福祉保健センター
ヘルシースリム教室 20 月 〃 西淡保健センター

内容 日 曜日 時間 場所

いきいき教室
1 水 13:30 ～ 15:30

緑保健福祉センター
15 水 〃

足元げんき教室
14 火

  9:30 ～ 11:30

緑保健福祉センター
13:30 ～ 15:30

27 月
  9:30 ～ 11:30
13:30 ～ 15:30

転ばぬ教室 6 月 13:30 ～ 15:00 三原保健センター         
老人いきいき教室 6 月   9:30 ～ 11:00 南淡福祉保健センター
沼島いきいき教室 16 木   9:30 ～ 11:00 沼島総合センター
お達者教室 20 月 13:30 ～ 15:00 三原保健センター
足腰お達者教室 22 水 13:30 ～ 15:00 湯の川荘

日 曜日 時間 場所
6 月 13:30 ～ 15:00 三原保健センター
8 水 13:30 ～ 15:30 緑保健福祉センター
8 水 〃 西淡保健センター
13 月 〃 南淡福祉保健センター
20 月 〃 南淡福祉保健センター
22 水 〃 緑保健福祉センター
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季節の健康レシピ季節の健康レシピ食 
厚揚げで作る白和え （９人分）

　　　【材　料】
にんじん　　 200ｇ
こんにゃく 　 100ｇ
厚揚げ　　　　大１枚

（調味料A）
だし汁　　　150cc
みりん　　　大さじ2
薄口醤油　　大さじ2

（調味料B）
白ごま　　　大さじ３
みそ　　　大さじ１強
砂糖　　　　大さじ１
薄口醤油　小さじ１/2

　　　　　　　【作り方】
①厚揚げを湯通しして、周りの揚げた部分
は細切りにする。
②にんじん、こんにゃくを３cm長さの短冊
に切り、①の厚揚げの皮とともに調味料A
で煮て冷ます。
③ごまをよくすり、調味料Bをよくすりまぜ、
①の厚揚げの白い部分をくずし入れ、す
り混ぜる。
④和え衣と具を混ぜ合わせる。

　（エネルギー47kcal、塩分0.7ｇ、
　カルシウム63mg）

　

情
感
あ
ふ
れ
る
語
り
、
重
厚
な

三
味
線
、
哀
歓
の
人
間
模
様
を
生

き
生
き
と
描
く
人
形
に
よ
る
舞
台

芸
術
「
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
」。
そ

の
歴
史
は
、
約
五
百
年
と
い
わ

れ
、
人
形
遣
い
の
元
祖
百ひ
ゃ
く
だ
ゆ
う

太
夫
が

市
三
條
に
滞
在
し
、
操
あ
や
つ
り
を
教
え

た
の
が
始
ま
り
と
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

昭
和
五
十
一
年
、
国
の
重
要
無

形
民
俗
文
化
財
の
指
定
を
受
け
、

児
童
・
生
徒
ら
が
人
形
遣
い
、
語

り
、
三
味
線
の
稽
古
に
励
ん
で
い

ま
す
。

淡
路
人
形
浄
瑠
璃

　
「
大
会
旗
・
炬
火
リ
レ
ー
」

を
ご
存
知
で
す
か
？　

炬
火
と

は
、〝
た
い
ま
つ
〞
と
い
う
意

味
の
言
葉
で
、「
大
会
旗
・
炬

火
リ
レ
ー
」
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
聖
火
リ
レ
ー
に
当
た
る
も

の
で
す
。

　

住
民
の
皆
さ
ん
の
手
に
よ
っ

て
県
内
を
リ
レ
ー
し
、
開
催
気

運
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

　

島
内
で
は
「
国
生
み
天
の

火
コ
ー
ス
」
と
称
し
、
約

四
百
五
十
人
が
三
十
七
か
所
を

リ
レ
ー
し
て
い
き
ま
す
。

　

九
月
十
日
に
明
石
海
峡
大
橋

で
採
火
式
を
行
い
、
九
月
十
八

日
に
淡
路
市
、
九
月
二
十
三
日

に
洲
本
市
・
五
色
町
・
南
あ
わ

じ
市
を
走
り
ま
す
。

市
内
の
リ
レ
ー
コ
ー
ス

　

南
あ
わ
じ
市
で
は
次
の
コ
ー

ス
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

第
１
区（
広
田
中
学
校
〜
緑
風
館
）

第
２
区
（
緑
風
館
〜
緑
庁
舎
）

第
３
区
（
慶
野
松
原
〜
御
原
中
学
校
）

第
４
区
（
御
原
中
学
校
〜
西
淡
庁
舎
）

第
５
区
（
市
小
学
校
〜
パ
ル
テ
ィ
）

第
６
区（
パ
ル
テ
ィ
〜
中
央
庁
舎
）

第
７
区
（
福
良
小
学
校
〜
南
淡
庁
舎
）

第
８
区
（
南
淡
庁
舎
〜
な
な
い
ろ
館
）

　

皆
さ
ん
も
兵
庫
県
で
五
十
年

ぶ
り
に
開
催
さ
れ
る
国
体
の

「
主
役
の
一
人
」
に
な
っ
て
み

ま
せ
ん
か
？

　

ラ
ン
ナ
ー
は
、
市
内
で
約

三
十
名
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

※
う
ち
一
名
は
第
十
一
回
大
会

（
昭
和
三
十
一
年
）
で
大
会
旗

保
持
ま
た
は
伴
走
者
を
さ
れ
た

方
。

　

募
集
の
詳
細
は
、
チ
ラ
シ
や

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

問
国
体
推
進
室
☎
50
・
３
０
３
６

 「
大
会
旗
・
炬き
ょ
か火
リ
レ
ー
」
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

広報 

 

 

国
体
推
進
室

国
体
だ
よ
り　
第
13
号

▲伝統を受け継ぐ子どもたち（後継者団体発表会）

▲大会旗・炬火リレー
 （平成14年・高知国体）

▲伝統を受け継ぐ子どもたち（後継者団体発表会）
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